海運同盟に関する一研究 (二) -特に米国合衆国を中心として- by 高村 忠也
海
運
同
盟
に
關
す
る
一
研
究
（
二
）
－
特
に
米
国
合
衆
国
を
中
心
と
し
て
－
高
村
忠
也
三
、
米
国
合
衆
国
を
め
ぐ
る
海
道
同
盟
以
上
に
於
て
は
、
専
ら
、
海
運
同
盟
一
般
に
就
て
、
そ
の
木
質
、
目
的
、
協
定
内
容
、
対
抗
手
段
等
を
概
持
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
本
論
文
の
主
眼
目
で
あ
る
合
衆
国
の
海
運
同
盟
を
種
火
な
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
よ
う
。
（
I
）
合
衆
国
海
運
の
生
成
並
に
消
長
（
第
十
九
世
紀
末
ま
で
）
ノ
′
合
衆
河
を
中
心
と
す
る
海
運
同
盟
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
準
備
過
鋸
し
〔
し
て
、
先
づ
米
国
海
運
の
輪
廓
の
認
識
を
試
る
の
が
便
宜
で
あ
り
又
必
要
で
も
あ
る
。
妾
こ
で
合
衆
国
海
運
の
滑
長
を
概
観
す
る
こ
と
に
放
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
読
く
同
国
が
曇
れ
英
国
の
枯
民
地
で
あ
っ
た
時
代
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
十
五
世
紀
の
束
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
米
大
陸
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
方
面
に
於
け
る
棟
険
熟
は
頓
空
同
年
ご
。
、
信
仰
の
白
山
を
北
め
て
本
国
を
逃
れ
た
非
回
教
徒
、
貿
易
若
し
く
は
開
拓
の
利
益
を
聖
で
有
人
念
寸
は
腔
を
接
す
る
よ
う
に
新
大
陸
を
目
指
し
て
波
航
し
た
。
＝
堅
朝
彼
等
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
枯
民
地
活
動
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
た
の
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
冨
一
q
 
E
。
g
官
舎
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
、
西
は
ア
。
ハ
ラ
チ
ア
山
脈
に
遮
断
さ
れ
、
束
は
大
西
洋
に
臨
ん
だ
比
較
的
狭
長
な
地
域
を
占
め
、
中
部
、
市
部
の
植
民
地
に
比
膜
す
れ
ば
肥
沃
な
農
耕
地
に
恵
套
れ
ず
又
天
然
資
源
に
も
乏
し
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
幸
に
も
造
帽
用
の
良
質
木
材
が
豊
海
邦
同
県
に
関
す
る
一
研
究
メ
・
フ
l
経
営
と
経
済
官
に
産
出
し
た
の
で
、
自
然
住
民
の
多
数
が
造
始
業
及
び
海
運
業
に
従
事
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
特
に
こ
の
潤
沢
な
造
船
用
材
料
は
当
時
こ
の
地
方
の
低
廉
な
官
、
銀
と
相
侠
っ
て
造
船
業
在
大
い
に
発
注
さ
せ
、
一
七
七
六
年
ま
で
に
は
、
こ
の
地
方
の
治
的
業
は
英
国
に
海
外
就
航
船
の
三
介
の
一
を
供
給
す
る
に
至
っ
た
(
註
1
)
。
米
大
陸
に
於
け
る
英
国
の
植
民
地
は
、
同
上
り
政
府
の
結
営
す
る
も
の
で
も
な
く
、
叉
政
府
の
仰
刊
誌
を
一
文
け
た
も
の
で
も
な
く
、
移
民
自
ら
が
幾
多
の
困
難
を
排
し
て
経
営
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
山
知
か
ら
そ
の
独
立
心
は
極
め
て
強
く
、
各
州
何
れ
も
自
治
制
花
布
さ
代
議
此
休
を
採
用
し
て
い
た
。
期
し
て
杭
民
地
十
三
川
口
小
川
山
独
立
す
る
述
命
に
あ
ク
た
の
で
あ
る
。
然
じ
な
が
ら
そ
の
独
立
の
決
定
的
効
桜
h
k
ク
た
の
は
、
此
治
上
の
問
凶
上
旬
色
川
J
り
任
前
的
問
係
で
あ
っ
v
た
(
訂
2
)
。
英
本
同
は
経
済
政
策
の
強
調
と
し
て
京
市
主
誌
を
採
川
し
k
口
こ
の
九
め
に
州
民
地
が
ぷ
け
ら
れ
る
べ
念
で
九
り
、
又
必
川
町
、
が
あ
れ
ば
、
そ
の
経
済
的
利
害
は
木
同
の
そ
れ
に
従
日
せ
し
め
ら
れ
る
ぺ
円
三
寸
お
ら
し
い
芯
れ
た
n
兆
川
ト
f
j川
、
一
ぃ
淀
川
山
川
町
山
川
十
七
肝
ハ
刊
の
中
川
に
市
会
主
通
過
し
た
三
つ
の
有
名
な
航
海
条
例
に
泣
か
れ
た
(
引
っ
け
)
円
そ
の
作
川
、
M
N
川
に
於
け
る
九
州
工
佐
川
い
い
け
し
く
川
一
比
さ
れ
る
こ
と
し
し
な
ク
た
。
客
観
的
一
品
目
立
然
低
し
た
斯
様
な
政
策
が
い
川
川
川
刊
日
の
一
川
広
な
日
う
た
こ
し
い
以
勾
A
U
お
お
町
一
じ
六
川
年
に
川
内
心
占
れ
た
砂
川
条
例
(
山
口
同
月
〉
立
)
(
詑
4
)
は
、
山
口
石
的
に
け
い
、
一
七
一
一
一
三
年
の
条
例
上
り
も
一
一
川
江
ぃ
へ
に
け
ん
-
1
K
け
れ
ど
も
、
そ
の
災
加
川
、
北
部
机
民
地
及
び
料
笠
間
係
市
工
主
君
少
か
に
ら
ぬ
μ
作
品
位
及
し
、
だ
に
一
七
六
五
年
、
品
会
花
川
一
川
し
た
印
沢
条
例
3
5
3
H
V
〉
♀
)
(
刊
「
2
は
会
杭
民
地
及
び
入
信
住
民
の
財
布
に
市
一
一
た
な
悶
係
主
九
ご
い
ん
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
入
金
杭
此
は
来
て
こ
れ
に
円
以
対
、
計
九
州
に
M
し
て
沼
会
は
羽
年
に
は
同
条
例
を
レ
防
止
し
た
。
然
し
な
が
ら
そ
の
際
、
浪
人
一
一
は
兆
川
王
に
服
従
す
る
米
杭
代
地
及
び
M
N
J
4
h川
引
す
る
に
見
る
椛
力
と
効
力
を
有
す
る
法
伴
設
に
規
則
を
制
定
す
る
権
限
と
松
山
風
と
を
有
し
え
有
す
べ
き
で
あ
る
凶
け
を
主
似
す
る
山
比
一
川
花
あ
し
た
の
と
の
机
本
方
針
に
北
川
い
て
、
英
同
議
会
は
絵
兵
、
紙
、
硝
子
、
鈴
及
び
茶
に
関
税
を
却
し
た
口
こ
れ
は
一
向
い
税
率
で
は
な
か
ク
た
が
、
平
常
使
用
す
る
商
品
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
生
活
費
の
い
内
総
在
惹
起
し
た
。
植
民
地
は
直
に
呉
市
左
巾
立
て
、
そ
の
結
川
市
、
一
七
七
O
年
に
は
茶
以
外
の
全
関
税
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
え
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
既
に
本
同
議
会
の
課
税
を
認
め
な
い
態
度
を
探
ク
て
い
る
柏
民
地
住
民
は
こ
の
談
歩
に
も
満
足
せ
十
、
位
く
主
で
も
荒
川
主
4
m
d
し
な
い
方
針
在
昭
一
一
持
し
た
が
、
、
終
に
両
者
の
関
係
は
ポ
ス
ト
ジ
の
茶
柏
市
す
件
を
契
機
と
し
て
一
段
と
険
悪
化
し
た
。
間
後
同
行
の
川
に
は
、
各
地
で
小
何
突
が
矧
発
し
、
英
同
は
植
民
地
に
極
端
な
圧
迫
を
加
え
、
他
方
植
民
地
住
民
の
独
立
心
は
入
品
々
品
拐
し
、
七
O 
終
に
一
七
七
六
年
七
月
四
日
フ
j
フ
デ
ル
ア
f
ア
に
川
付
け
る
十
三
州
定
日
、
の
た
会
で
独
文
六
一
ぺ
が
決
で
J
仇
さ
れ
る
に
五
づ
た
口
析
し
て
幼
洛
在
日
山
た
米
川
独
立
波
情
(
問
。
ィ
。
一
口
氏
。
日
「
一
1
J
J
.
R
)
日
米
刊
の
小
川
辺
に
山
ぃ
へ
た
μ
何
色
げ
円
、
し
九
九
円
小
小
川
は
山
m花川仙人い
J
川
れ
に
け
山
心
凡
て
辺
川
m
k川白山
V
じ
、
内
川
ん
い
~
の
%
川
川
川
ん
汁
J
i
川
し
て
二
0
0
万
，
旬
以
上
の
川
小
山
へ
た
け
一
役
ら
し
め
た
が
、
他
方
英
川
ト
川
叩
も
一
日
仏
k
r
.
h
・
H
け
:
川
中
代
・
川
川
に
ふ
，
ハ
、
川
小
川
代
崎
一
ヶ
年
川
に
、
九
け
り
む
の
沢
一
川
m-一
位
令
山
川
し
或
は
川
一
下
山
し
、
巾
六
円
、
内
に
米
同
の
内
主
左
海
上
か
L
I
I
し
、
れ
l
仰
の
ん
川
川
か
九
れ
さ
れ
ろ
だ
で
に
い
、
小
小
川
口
一
、
0
0
0
匹
以
上
の
船
舶
を
史
小
一
八
し
た
(
討
6
)
口
一
じ
ぺ
一
二
午
、
い
り
に
ル
ル
リ
イ
九
で
川
印
さ
れ
た
一
千
仰
史
的
に
上
(
ツ
て
米
同
十
三
州
の
独
立
が
承
認
さ
れ
、
終
に
植
民
地
住
民
の
宿
均
一
一
は
山
一
寸
じ
れ
に
の
で
あ
る
が
、
烈
し
た
に
が
ら
山
川
沿
は
決
し
て
で
仰
花
却
さ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
英
同
は
、
平
和
阿
従
後
も
米
国
に
対
し
て
不
利
k
w川
小
川
条
例
を
宍
施
し
、
そ
の
対
処
米
同
川
口
川
印
山
口
一
日
切
か
ら
締
出
さ
れ
た
。
叉
英
同
政
府
は
自
同
船
主
に
対
し
て
合
衆
同
建
造
川
仙
人
の
作
F
怖
を
拒
否
し
、
克
応
米
同
に
対
し
て
阿
川
川
の
山
山
口
お
に
制
限
を
加
え
た
(
註
7
)
m
然
し
な
が
ら
当
時
の
米
国
政
府
に
は
、
斯
様
な
主
別
取
扱
に
対
し
て
有
効
な
加
恨
ん
悦
子
段
に
一
川
、
い
ん
ろ
川
町
の
力
が
友
か
っ
た
。
戦
後
の
花
済
的
困
難
と
社
会
的
不
安
?
と
は
翠
同
な
述
人
川
政
山
次
立
の
必
国
在
痛
感
さ
せ
、
終
に
一
七
八
七
年
ブ
f
ラ
ヂ
ル
ブ
f
ず
に
憲
法
制
定
会
認
が
開
催
さ
れ
て
、
北
判
定
法
が
可
決
さ
れ
た
n
へH
沢
川
川
訟
が
制
定
さ
れ
て
、
強
力
な
政
府
が
荷
劫
を
開
始
す
る
工
う
に
な
る
や
、
海
運
保
設
助
成
措
直
が
採
用
さ
れ
る
と
と
L
友
づ
た
。
一
七
八
九
年
の
間
前
法
は
二
原
の
治
則
関
税
(
去
の
の
江
口
ニ
ロ
丘
一
口
m
g立
に
広三一
2
)
を
規
定
し
、
乙
れ
に
上
づ
て
米
同
海
運
の
助
長
た
わ
同
じ
穴
ペ
一
一
社
立
の
そ
の
一
は
一
般
的
安
川
関
税
l
印
度
若
し
く
は
支
那
以
外
の
宍
U
句
に
関
し
て
、
米
同
船
に
よ
っ
て
愉
入
さ
れ
た
向
品
に
対
し
て
は
一
例
の
割
反
を
行
う
ー
で
あ
り
、
他
は
印
度
若
し
く
は
支
那
茶
に
対
す
る
治
別
関
税
l
(
イ
)
米
国
胎
に
工
っ
て
印
度
若
し
く
は
セ
那
工
り
旺
長
輸
入
さ
れ
る
場
合
一
対
度
に
付
六
仙
乃
至
一
二
仙
、
(
ロ
)
米
同
船
に
土
っ
て
欧
洲
工
り
間
接
に
輸
入
さ
れ
る
場
合
、
一
対
度
に
付
八
仙
乃
至
二
六
仙
、
(
ハ
)
そ
の
他
の
方
法
に
上
る
場
合
一
一
封
皮
に
・
付
一
五
仙
乃
至
四
五
仙
ー
で
あ
る
。
叉
同
年
米
国
議
会
は
主
別
屯
税
(
告
ω
の江
B
山
口
忠
山
口
問
件
。
ロ
ロ
ω
向
。
広
三
日
2
)
{註
9
)
l
(
イ
)
米
同
人
所
有
の
米
同
建
造
船
及
び
一
七
八
九
年
五
月
二
十
九
日
現
在
米
国
人
所
有
の
外
同
建
造
船
一
屯
に
付
六
仙
、
(
ロ
)
一
部
若
し
く
は
全
部
外
国
人
所
有
の
米
国
建
造
船
に
対
し
て
は
一
屯
に
付
三
O
仙
、
(
ハ
)
そ
の
他
の
胎
に
対
し
て
は
一
屯
に
付
五
O
仙
!
を
課
し
、
(けのの
}ω
叶
m伊
丹
…
o
ロ
ο
H
H
H
H
門
田
m
w
u
m
w
ロ仏
O
口
。
。
)
海
沼
同
限
に
関
す
る
一
研
究
-l:; 
経
営
と
経
済
-七
更
に
'
一
八
O
四
年
に
は
、
外
国
防
に
対
し
て
の
み
的
台
前
(
口
間
宮
B
O
D
O
M
-
)
Z
し
て
一
屯
に
付
冗
O
仙
究
課
徴
し
た
(
花
開
)
。
明
様
た
助
2
成
措
置
の
効
果
た
る
や
秘
め
て
問
者
で
、
一
七
八
九
年
に
は
二
三
一
、
八
九
三
屯
で
あ
っ
た
米
間
外
同
貿
易
就
航
船
肢
は
、
一
八
一
O
年
に
は
九
一
八
一
、
O
一
九
屯
に
達
し
、
叉
米
同
船
の
代
物
杭
快
比
半
も
二
七
八
九
年
に
は
輸
出
三
O
。ハ
1
七
シ
ト
、
輸
入
一
七
・
五
。
ハ
1
七
γ
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
一
O
年
に
は
輸
出
九
O
。ハ
l
七
γ
ト
、
輸
入
九
三
。
ハ
i
セ
シ
「
に
増
大
し
た
事
実
(
註
U
は
如
尖
に
こ
れ
な
物
語
ク
て
い
る
。
明
慌
た
保
護
政
策
に
之
問
伏
さ
れ
て
、
目
覚
し
い
w
河
川
山
の
州
通
に
乗
っ
v
た
合
衆
悶
海
運
は
、
欧
洲
で
発
生
し
た
紛
争
に
上
づ
て
、
そ
の
進
度
は
一
段
と
拍
市
在
引
け
ら
れ
る
と
し
し
L
K
ク
ー
に
円
一
七
八
九
年
仏
同
平
命
が
勃
発
し
、
そ
の
進
行
に
伴
い
、
英
同
は
オ
1
ス
ト
リ
1
、
プ
ロ
シ
ア
、
オ
-
ツ
γ
グ
及
び
ス
ペ
イ
シ
ム
対
仏
川
川
川
立
川
以
し
て
仏
同
と
敵
対
関
係
に
立
づ
た
が
、
米
同
は
局
外
中
立
の
態
度
を
相
傍
し
た
治
山
、
〉
ヤ
ボ
.
川
川
下
川
サ
の
泊
作
山
内
~
べ
が
刈
'
刀
し
穴
円
布
、
山
川
刊
、
方
の
向
的
は
兆
一
犬
た
戦
禍
を
被
っ
た
の
で
、
と
れ
に
代
っ
て
米
同
々
山
花
川
U
K
小
丸
川
的
が
引
物
の
山
政
に
従
が
す
る
亡
し
ん
L
K
づ
た
n
市
川
悦
な
…
川
叫
引
に
判
戟
さ
れ
て
へ
見
氷
河
の
外
悶
貿
易
就
坑
蛤
は
著
し
く
川
加
し
、
一
八
O
一
年
に
は
六
三
O
、
川
一
七
八
也
、
叫
に
一
八
O
六
年
に
は
七
九
八
、
一
九
O
七
屯
に
述
し
た
(
註
臼
)
。
然
し
な
が
ら
、
戦
争
が
山
次
尖
鋭
化
す
る
に
伴
い
、
突
戦
同
は
ル
ル
パ
に
川
「
・
万
に
対
し
て
山
々
決
川
氏
子
段
に
貯
え
る
上
う
に
た
り
、
旧
市
に
は
交
戦
同
に
物
件
(
た
愉
送
す
る
中
立
同
船
に
も
主
犬
な
m
V
科
骨
一
及
す
に
一
七
っ
た
n
時
仏
両
川
内
に
川
子
力
花
川
以
さ
せ
ろ
一
辺
は
、
経
済
封
鎖
以
外
に
消
策
は
な
い
と
川
町
し
、
光
づ
英
国
は
一
八
O
六
年
五
月
、
プ
レ
ス
ト
上
り
エ
ル
ベ
川
口
に
玉
る
入
信
海
山
の
対
似
を
立
一
一
一
川
し
、
他
方
ナ
ポ
レ
オ
シ
も
同
年
十
月
ベ
ル
リ
γ
勅
令
(
悶
0
2
E
り
ぬ
の
円
。
。
)
左
発
じ
て
た
附
汁
似
色
川
行
す
る
に
王
っ
た
n
同
勅
令
の
発
布
さ
れ
た
羽
一
年
、
英
同
は
報
筏
手
段
と
し
て
、
中
立
国
の
船
舶
が
仏
国
及
び
与
問
に
入
治
す
る
と
止
を
m-Kし
、
且
英
同
拾
の
入
浴
の
一
汗
さ
れ
た
い
港
は
封
鎖
さ
れ
た
も
の
と
よ
れ
倣
す
と
と
を
宣
言
し
、
頻
に
仏
国
及
び
中
立
同
の
m舶
を
'
作
手
術
し
た
口
そ
と
で
犬
統
領
ジ
ェ
ブ
プ
ゾ
シ
(
守
口
2ω
。
ロ
)
は
、
一
八
O
七
年
十
二
月
、
出
港
禁
止
令
(
何
日
σ民
向
。
〉
2
)
を
発
し
、
介
衆
同
船
の
海
外
航
行
を
按
じ
た
。
そ
の
為
め
に
米
同
の
貿
易
は
大
打
噌
い
を
被
り
、
輸
出
に
就
て
は
、
一
八
O
七
年
の
一
O
八
、
三
四
三
、
一
五
O
弗
か
ら
現
年
の
二
二
、
四
三
O
、
九
六
O
弗
へ
、
愉
入
に
就
て
は
、
一
八
O
七
年
の
二
二
八
、
五
O
O
、
0
0
0
弗
か
ら
覗
年
の
五
六
、
九
九
O
、
0
0
0
弗
へ
と
犬
巾
の
減
退
を
示
し
て
い
る
(
河
口
)
。
一
帯
打
川
市
の
犬
い
ニ
ュ
1
イ
ヅ
グ
一
フ
γ
ド
地
方
の
住
民
は
と
の
出
港
摂
止
令
忙
対
し
瓶
烈
注
尺
対
を
唱
え
た
。
斯
し
て
米
国
は
乙
れ
を
廃
止
し
、
乙
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
、
他
の
欧
洲
諸
国
と
の
通
商
は
詐
可
す
る
が
、
英
国
並
に
仏
国
と
の
貿
易
を
禁
止
す
る
と
い
う
非
通
商
法
(
Z
oロ
-
H
E
R
g
c円
ω
O
〉
2
)
を
、
一
八
O
九
年
三
月
、
発
す
る
に
幸
一
づ
た
。
斯
慌
た
制
限
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
米
国
の
貿
易
業
及
び
海
運
業
は
比
較
的
順
調
に
発
出
を
遂
げ
た
口
欧
洲
の
戦
争
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
て
、
米
同
も
漸
次
と
れ
に
持
込
ま
れ
る
と
T
ど
を
余
依
た
く
さ
れ
穴
。
や
が
て
非
通
商
法
は
防
止
さ
れ
、
代
っ
て
ス
1
コ
γ
渋
川
ポ
(
宮
ω
gえ
ω切
口
]
)
が
川
一
過
し
た
口
と
れ
に
工
っ
て
大
統
領
は
、
英
同
知
し
く
は
仏
同
の
何
れ
で
も
、
そ
の
布
介
在
以
川
ナ
ろ
か
北
口
人
日
米
同
の
巾
立
貿
易
左
侵
犯
す
る
乙
と
を
止
め
る
工
う
修
冗
す
る
場
合
に
は
、
永
続
的
に
敵
対
国
と
の
国
交
を
断
的
ず
る
仲
間
川
町
在
日
ム
了
さ
れ
た
(
註
M
)
口
と
れ
に
応
じ
て
、
一
八
一
O
年
八
月
、
ナ
ポ
レ
オ
シ
は
ベ
ル
リ
γ
及
び
ミ
一
フ
シ
勅
令
を
撤
回
す
る
上
ろ
い
ハ
ド
じ
っ
た
n
そ
の
保
証
が
極
め
て
高
か
づ
た
の
で
、
犬
統
領
マ
ヂ
ィ
ソ
シ
(
冨
怠
宮
。
ロ
)
は
そ
の
撤
回
を
時
実
友
根
拠
あ
る
も
の
L
し
し
て
と
れ
を
受
理
す
る
宣
言
を
発
し
た
(
註
日
)
。
他
方
、
英
国
政
府
は
メ
1
コ
シ
法
に
某
く
提
案
を
無
伺
し
た
。
そ
と
で
同
年
十
一
月
、
米
国
は
英
国
と
の
通
商
が
停
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
克
式
の
予
告
を
行
っ
た
が
、
英
国
の
米
国
船
攻
撃
は
依
然
と
し
て
止
ま
な
か
っ
た
り
期
し
て
一
九
一
一
一
年
六
月
、
終
に
対
英
宣
戦
が
正
式
に
布
告
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
一
度
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
や
、
米
国
の
外
国
貿
易
は
大
巾
の
減
退
を
余
伎
な
く
さ
れ
、
そ
の
貿
易
相
は
、
一
八
一
O
年
の
一
五
二
、
一
五
七
、
九
七
O
弗
は
、
一
九
二
二
年
に
は
四
九
、
八
六
一
、
O
一
七
弗
、
一
九
一
四
年
に
は
一
九
、
八
九
二
、
四
四
一
兆
へ
と
転
沼
し
た
(
註
凶
)
口
叉
米
国
は
武
装
商
船
で
英
国
船
に
兆
一
中
へ
た
損
害
を
与
え
た
が
、
然
し
な
が
ら
米
国
防
も
亦
被
つ
-
た
打
噌
は
刊
少
で
は
た
く
、
全
捕
さ
れ
た
船
数
は
一
、
、
三
O
O隻
に
上
ク
た。
一
八
一
問
年
十
二
月
、
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
紛
争
が
収
拾
さ
れ
Z
や
、
合
栄
同
は
海
事
五
百
主
義
政
策
を
椋
拐
し
、
そ
の
確
立
に
努
力
す
る
こ
'
ど
も
ふ
た
夕
、
た
。
一
八
一
七
年
、
米
国
沼
会
は
航
海
条
例
(
Z雪
山
間
色
。
ロ
〉
♀
)
左
制
定
し
、
合
衆
国
の
船
舶
若
し
く
は
当
該
向
け
川
の
以
内
地
で
あ
る
か
、
或
は
当
設
商
品
が
運
送
の
為
め
に
始
め
て
船
積
み
さ
れ
る
困
の
市
民
の
所
有
す
る
外
国
船
に
工
ら
良
け
れ
ば
、
如
何
な
る
商
品
も
外
同
の
浴
か
ら
合
衆
国
へ
輸
入
す
る
乙
と
を
得
た
い
り
日
を
規
定
し
た
(
詩
口
)
。
然
し
友
が
ら
互
恵
主
義
の
立
場
か
ら
、
合
衆
国
船
に
対
し
て
斯
様
な
制
限
を
判
附
す
る
乙
と
の
な
い
国
に
は
、
同
法
の
規
定
を
迎
用
し
宏
、
い
と
い
う
貫
要
な
伺
書
を
設
け
て
い
る
(
諮
問
)
。
互
恵
主
義
確
立
の
企
図
は
、
当
初
大
し
た
成
果
を
牧
め
な
か
っ
た
が
、
諸
外
国
が
自
由
通
商
主
義
を
次
第
に
採
用
す
る
海
運
同
盟
に
関
す
る
一
研
究
七
経
色
と
経
済
七
四
に
伴
っ
て
、
主
要
海
運
国
は
漸
次
互
恵
主
義
を
承
認
す
る
に
至
っ
た
。
一
八
二
八
年
に
は
、
如
何
友
る
ゃ
な
別
屯
税
若
し
く
は
関
税
も
合
衆
国
市
民
の
所
有
す
る
船
に
認
さ
た
い
と
一
一
一
日
う
、
外
国
政
府
上
り
合
衆
国
犬
統
領
へ
与
え
ら
れ
た
満
足
す
べ
き
託
拠
に
主
い
て
、
犬
統
領
は
合
栄
同
内
に
於
け
る
外
国
差
別
屯
税
若
し
く
は
主
川
関
税
を
、
当
該
船
に
限
り
若
し
く
は
当
設
外
国
乃
至
他
の
外
向
か
ら
当
該
船
に
上
ク
て
輸
入
さ
れ
る
商
品
に
限
ク
て
、
停
止
す
る
旨
を
宣
言
す
る
布
告
を
発
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
(
註
円
)
白
更
に
一
八
三
O
年
に
は
、
合
衆
国
議
会
は
、
米
国
松
'
の
屯
税
を
廃
止
す
る
と
共
に
、
米
国
拾
に
同
様
な
措
置
を
採
る
同
の
船
舶
に
対
し
て
は
、
米
同
恰
同
様
に
屯
税
を
課
徴
し
な
い
と
一
一
一
川
う
譲
歩
を
示
し
た
。
一
八
一
五
年
か
ら
一
八
五
0
年
代
の
ク
リ
ッ
パ
1
始
時
代
に
至
る
金
時
期
は
、
差
別
関
税
が
実
施
さ
れ
た
期
間
並
に
互
恵
主
義
が
前
政
策
に
取
ク
て
代
っ
た
別
問
を
川
一
い
し
て
、
清
災
な
市
川
の
発
述
に
上
っ
て
注
立
を
惹
か
れ
た
。
然
し
な
が
ら
と
の
発
達
は
、
ナ
ポ
レ
オ
γ
戦
争
の
川
に
靴
作
J
じ
れ
穴
小
小
川
上
わ
も
か
計
、
り
終
刊
な
も
の
で
あ
っ
た
(
註
却
)
口
一
八
…
九
年
、
米
川
的
サ
ベ
ナ
U
3
5・5
5
3が
た
川
九
州
机
断
批
一
初
の
蒸
れ
船
と
し
て
、
各
同
に
先
鞭
左
ク
け
て
以
来
(
註
担
)
、
犬
同
作
航
路
に
於
て
は
十
1
沿
い
mが
州
次
市
一
明
性
中
川
山
内
め
て
行
づ
た
n
迎
小
く
仙
助
金
政
策
を
採
加
し
た
英
国
に
於
て
は
、
一
八
三
九
年
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ょ
1
ナ
1
ド
(ω
自
己
巳
わ
ロ
S
E
)
に
上
つ
-
て
川
ム
凡
さ
れ
た
(
わ
ロ
ロ
ω
丘
ピ
ロ
ろ
は
年
初
四
二
五
、
0
0
0
弗
の
奨
励
金
の
受
付
を
受
け
て
リ
ヴ
ァ
ブ
1
ル
l
ブ
ア
リ
ブ
ア
ァ
ク
ス
戸
、
ぴ
ボ
ス
・
ト
γ
川
に
、
代
的
に
上
る
え
別
サ
l
y
f
ス
を
開
始
し
た
(
註
幻
)
口
当
初
同
会
社
に
交
付
さ
れ
た
全
相
は
船
舶
伎
の
約
二
五
。
ハ
1
モ
γ
ト
に
川
中
川
し
た
L
L
称
せ
ら
れ
、
引
続
い
て
五
五
O
、
0
0
0
弗
、
七
五
O
、
0
0
0
弗
、
更
に
八
五
O
、
0
0
0
弗
左
治
相
さ
れ
た
円
と
れ
は
勿
九
州
大
川
町
立
父
過
を
英
同
の
掌
中
に
牧
め
ん
と
す
る
意
図
で
あ
ク
た
。
ゎ
ロ
g
仏
ピ
ロ
o
の
犬
同
洋
杭
路
へ
の
進
出
は
合
衆
国
に
大
な
る
い
以
切
な
な
起
し
、
と
れ
と
の
競
争
に
堪
え
る
新
航
路
開
設
の
必
要
の
戸
が
山
山
始
め
た
。
そ
乙
で
米
国
議
会
は
一
八
四
五
年
、
外
岡
向
け
郵
便
迎
法
契
約
の
締
結
権
を
郵
政
長
官
に
賦
与
す
る
法
律
を
通
過
さ
せ
た
。
一
八
四
七
年
・
に
至
り
、
合
衆
国
政
府
と
犬
同
洋
横
断
汽
柏
会
社
わ
色
ロ
EHLEvy)ω
間
に
、
年
額
三
八
五
、
0
0
0
弗
の
奨
励
金
な
交
付
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
(
詰
お
)
。
叉
と
の
補
助
法
に
主
一
づ
い
て
喫
励
金
を
供
与
さ
れ
た
犬
同
洋
航
路
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
プ
レ
l
z
y
h
-
一ょ
1
ヨ
1
ク
l
ア
1
ヴ
ル
の
両
航
路
が
あ
る
円
介
衆
同
に
供
、
て
は
、
航
路
補
助
金
制
度
は
当
初
か
ら
反
対
に
遭
遇
し
た
n
多
数
の
市
部
市
民
の
外
帆
船
運
送
に
従
事
す
る
北
部
市
民
も
亦
航
路
補
助
金
を
国
庫
金
の
浪
費
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
そ
の
結
果
、
補
助
金
全
廃
笑
が
上
程
さ
れ
た
が
、
結
局
通
過
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
減
額
案
が
提
出
さ
れ
、
乙
れ
は
一
通
過
を
見
、
一
史
に
一
八
五
八
年
に
は
全
廃
案
が
可
決
さ
れ
て
、
終
に
A
H
来
同
の
補
助
金
制
度
は
泊
減
の
運
命
を
辿
っ
た
。
閃
に
一
八
四
七
年
乃
不
一
一
八
五
八
年
の
問
に
、
政
府
の
支
払
っ
た
航
路
仙
助
ヘ
ー
を
見
れ
は
、
プ
レ
l
メ
γ
航
路
に
一、
0
0
0
、
0
0
0
州
、
プ
l
ヴ
ル
机
陥
に
七
五
O
、
0
0
0
山
、
コ
リ
シ
ス
会
社
の
リ
ヴ
ァ
ブ
1
ル
航
路
に
問
、
五
O
O
、
0
0
0
ル
、
一
一
L
ー
ヨ
1
ク
|
パ
ナ
マ
航
陥
に
二
、
九
0
0
、
0
0
0
弗
、
ア
ス
ト
リ
ア
l
。
ハ
ナ
マ
航
路
に
三
、
七
五
O
、
0
0
0
弗
、
チ
ヤ
ー
ル
ス
ト
γ
l
ハ
ベ
ナ
机
附
に
五
0
0
、
0
0
0
弗
に
上
ク
て
い
る
(
詰
M
A
)
。
補
助
金
の
廃
止
と
共
に
、
犬
同
洋
航
路
上
の
米
国
定
期
川
公
山
口
出
治
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
が
、
と
の
米
国
船
の
撤
退
の
機
会
に
乗
じ
て
外
国
船
の
進
出
は
目
覚
し
く
、
大
西
洋
上
の
主
要
件
川
川
会
社
は
殆
ん
ど
皆
こ
の
時
期
に
進
出
し
来
た
の
で
あ
る
。
一
八
五
八
年
に
於
け
る
大
西
洋
上
の
米
国
船
は
慌
に
五
隻
、
一
一
、
0
0
0
屯
に
過
な
か
ク
た
の
に
欧
洲
各
国
の
就
航
船
は
三
一
隻
、
五
七
、
八
O
O
屯
に
上
り
、
そ
の
内
訳
は
わ
ロ
ロ
何
回
円
。
ピ
ロ
σ
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
l
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ポ
ス
ト
シ
一
一
一
隻
一
六
、
八
O
O
屯
、
開
口
8
3
2
h
w
k
F
B
O
H
K
m
g
ω
・
印
・
ゎ
。
・
プ
レ
1
メ
シ
!
ア
γ
ト
ワ
1
プ
l
サ
ザ
γ
プ
ト
シ
!
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
四
隻
一
O
、
0
0
0
屯
、
ピ
J10円℃。。
7
W
2
0
4
J町
。
長
ピ
ロ
o
リ
ヴ
ァ
プ
1
ル
l
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
四
隻
八
、
七
O
O
屯、
2
2向。
hwzoJMhJ内
2
r
F
E
o
グ
ラ
ス
ゴ
1
1
ニ
1
1
ヨ
1
ク
三
隻
六
、
二
O
O
屯
、
回
巳
m
E
B
吋
S
E
E
K
E
E巳
ぽ
ピ
ロ
。
ア
ジ
ト
フ
1
プ
|
ニ
ェ
1
ヨ
1
ク
四
隻
八
、
八
O
O
屯
、
同
町
凶
日
σロ円
m
h
w
〉目。円いの
ω
ロ
ピ
ロ
σ
ハ
シ
プ
ル
グ
l
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
四
位
九
七
、
三
0
0
屯
で
あ
る
(
註
お
)
。
乙
の
時
代
に
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
政
府
補
助
の
下
に
奈
川
口
ぬ
が
山
現
し
た
が
、
然
し
な
が
ら
狛
何
少
に
止
り
、
米
国
船
の
犬
部
介
は
快
速
ク
リ
ヅ
。
ハ
1
船
(
巳
山
口
℃
R
)
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
木
造
船
は
全
世
界
を
航
海
し
、
諸
外
国
の
胎
と
競
争
し
、
乙
れ
を
圧
倒
す
る
程
の
巧
力
を
保
有
し
て
い
た
。
乙
の
問
米
国
の
外
同
貿
易
就
航
船
肢
は
活
え
と
増
加
を
続
け
、
一
八
五
五
年
に
は
故
頂
点
に
述
し
た
(
訪
山
)
0
然
し
な
が
ら
一
八
五
四
年
乃
至
五
六
年
の
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
が
終
総
す
る
や
、
米
国
海
運
の
繁
栄
に
も
少
し
づ
L
変
化
が
現
わ
れ
て
来
た
。
乙
れ
は
先
づ
米
国
の
胎
舶
建
造
量
に
見
ら
れ
、
、
一
八
五
主
年
の
役
一
同
五
八
三
、
0
0
0
屯
は
、
一
八
五
九
年
に
は
一
五
六
、
0
0
0
屯
に
一
減
少
し
、
又
合
衆
国
船
の
貿
易
貨
物
運
送
比
率
も
、
一
八
五
五
年
の
輸
出
に
就
て
は
、
七
三
・
八
。
ハ
1
セ
γ
ト
、
輸
入
に
就
て
は
七
海
運
同
盟
に
関
す
る
一
研
究
七
五
経
営
と
経
済
七
七
・
三
パ
1
セ
シ
ト
か
ら
、
一
八
五
九
年
の
夫
々
六
九
・
九
。
ハ
l
セ
シ
ト
及
び
六
三
・
O
パ
1
セ
シ
ト
に
急
落
し
て
い
る
(
註
幻
)
口
斯
ー
椋
な
米
国
海
運
の
衰
退
傾
向
に
拍
市
左
持
け
た
の
は
一
八
六
一
年
に
戦
端
が
開
か
れ
た
役
の
市
北
戦
争
(
わ
守
口
出
正
門
)
で
あ
る
口
概
し
て
言
え
ば
、
北
部
諸
州
は
保
謎
貿
易
を
利
と
し
、
他
方
市
部
諸
州
は
農
業
地
帯
で
あ
ク
て
自
由
貿
易
を
利
と
し
、
と
の
市
北
の
経
許
的
利
害
の
対
立
が
両
者
の
関
係
を
愈
々
険
沼
化
し
、
一
止
に
奴
保
応
止
問
題
が
益
え
乙
れ
に
泊
を
注
ぐ
結
果
と
な
ク
た
。
と
れ
が
合
京
国
内
戦
の
主
契
庶
閃
と
考
え
ら
れ
る
(
討
部
)
。
市
川
一
小
の
巡
洋
服
は
一
八
六
一
年
乃
至
一
八
六
五
年
の
問
に
、
米
国
商
船
一
一
O
、
0
0
0
屯
を
脱
却
し
或
は
川
県
抗
し
た
(
討
。
。
児
に
七
五
一
、
五
九
五
屯
の
船
舶
が
外
国
々
絡
に
移
さ
れ
、
乙
れ
は
合
衆
国
の
外
国
貿
易
就
航
川
の
陥
h
八
三
介
の
一
に
相
当
し
た
。
そ
の
仙
川
、
一
八
六
一
年
に
二
、
四
九
六
、
八
九
四
屯
に
達
し
、
合
衆
国
輸
出
入
口
m
の
六
五
・
二
。
ハ
l
勺
シ
ト
な
迎
送
し
て
い
た
米
川
外
川
穴
羽
川
川
m
u、
一
八
六
六
年
に
は
、
一
、
三
八
七
、
七
五
六
屯
に
縮
少
し
、
輸
出
入
貨
物
の
三
二
・
二
。
ハ
1
ど
.
シ
ト
を
取
扱
う
に
辺
か
、
く
な
っ
FKH
山
北
戦
争
中
介
氷
川
外
国
交
易
就
航
的
以
六
九
ハ
い
ろ
川
市
ハ
け
た
伏
っ
た
が
、
平
和
川
白
川
伐
に
於
て
も
、
そ
の
衰
退
傾
向
は
依
然
と
し
て
停
止
し
な
か
っ
た
り
乙
の
理
由
を
、
ジ
ョ
ン
ソ
シ
は
次
の
刊
点
に
涼
め
て
い
る
(
北
川
)
。
(I)
帆
船
か
ら
汽
船
へ
並
に
木
造
的
か
ら
欽
的
へ
の
的
刊
行
一
八
五
O
年
に
於
け
る
英
国
鉄
工
業
は
合
衆
同
の
そ
れ
を
二
五
年
ル
五
三
O
年
も
泌
が
し
、
ポ
同
製
造
業
者
は
、
船
休
用
の
鉄
の
生
産
、
動
力
用
機
械
の
製
造
の
何
れ
に
於
て
も
、
英
同
業
汗
に
は
到
し
川
太
刀
打
ち
山
米
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
一
八
九
O
年
頃
ま
で
、
燃
料
用
石
炭
は
米
国
よ
り
も
英
国
で
は
逢
に
保
仰
で
あ
っ
た
。
合
栄
同
に
於
て
は
、
鉄
的
の
建
造
比
一
八
七
O
年
以
前
に
は
未
だ
犬
し
て
関
知
さ
れ
て
お
ら
や
、
雨
後
極
め
て
小
規
枝
に
行
わ
れ
た
に
過
な
い
。
米
国
々
肱
の
下
に
胎
を
運
航
し
て
い
る
船
主
は
鉄
製
汽
船
の
購
入
を
望
ま
十
、
少
く
と
も
そ
の
需
要
は
合
衆
国
造
船
所
を
再
建
し
、
鉄
船
建
造
向
け
に
組
織
さ
せ
る
に
は
是
ら
な
か
っ
た
。
英
国
は
木
材
か
ら
鉄
へ
、
又
帆
か
ら
蒸
気
へ
と
転
向
す
る
準
備
が
出
来
て
い
た
が
、
合
衆
国
に
は
そ
れ
が
な
か
ク
た
。
(H)
一
八
円
五
年
の
仙
助
法
の
廃
止
治
的
主
し
し
海
沌
栄
に
斯
る
平
命
が
惹
起
し
つ
え
あ
っ
た
間
に
、
合
衆
国
海
運
業
者
の
競
争
力
を
弱
体
化
す
る
よ
う
な
事
由
が
発
生
し
た
。
乙
の
件
に
就
て
は
既
に
触
れ
て
い
る
故
、
仙
川
川
中
に
述
べ
る
に
止
め
よ
う
口
そ
れ
は
一
八
円
五
年
九
び
附
後
の
法
作
の
下
に
述
邦
政
府
が
米
国
海
運
に
，
与
え
た
支
援
の
、
一
八
五
八
年
に
於
け
る
、
防
止
で
あ
る
。
一
八
五
八
年
以
昨
山
北
戦
午
終
了
去
で
、
介
山
本
川
の
外
川
郎
便
を
輸
送
す
る
会
社
は
小
川
上
郎
前
の
み
在
公
取
っ
て
い
た
れ
Mmし
次
が
ら
、
平
和
川
向
後
、
三
郎
側
児
約
|
一
一
ょ
1
1
1
ケ
|
リ
オ
7
ジ
v
ネ
イ
ロ
問
、
サ
シ
ソ
ク
シ
シ
ス
コ
ー
ピ
卯
、
川
本
川
げ
刀
、
ぴ
サ
ン
ブ
ソ
ン
シ
ス
コ
|
ハ
ツ
イ
川
の
み
十
1
ヴ
f
ス
l
h
川
氏
す
り
O
法
作
が
川
一
川
し
九
九
n
乙
れ
ん
ぷ
ω
川
仰
一
月
約
の
川
川
が
川
仙
一
I
し
九
九
時
、
仙
助
制
度
に
対
し
て
白
い
反
対
論
が
川
羽
し
、
作
別
次
郎
似
犯
約
正
規
定
す
る
如
何
人
八
石
川
川
作
七
一
八
九
一
年
況
で
制
定
三
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
口
一
八
四
五
年
の
法
作
の
下
に
大
内
洋
机
断
航
路
に
突
付
さ
れ
た
部
向
山
川
令
k
山
止
す
る
汁
田
川
万
一
円
(
の
行
引
は
、
北
部
と
市
部
問
の
決
烈
な
刺
殺
に
原
因
し
、
そ
の
廃
止
突
は
南
部
議
員
の
賛
成
投
票
に
よ
っ
て
内
立
し
k
n
山一一山
K
郎
似
仙
助
政
策
の
続
行
が
果
し
て
犬
同
社
什
棋
断
汽
船
サ
1
ヴ
ィ
ス
に
自
同
船
を
引
尚
め
待
た
か
ど
う
か
は
不
明
椛
で
お
る
が
、
然
し
な
が
ら
外
同
会
社
と
の
競
争
に
あ
た
ク
て
援
助
左
大
い
に
必
要
と
す
る
際
に
、
米
国
汽
船
に
対
す
る
政
府
の
支
援
が
放
棄
さ
れ
た
こ
と
は
少
く
と
も
不
幸
で
あ
っ
た
。
(
目
)
市
北
戦
争
に
よ
る
打
撃
市
北
戦
争
の
合
衆
国
海
運
に
対
す
る
影
響
が
極
め
て
大
で
あ
っ
た
乙
と
に
就
て
も
、
既
に
一
言
及
さ
れ
て
い
る
口
米
同
海
運
は
不
運
に
も
そ
の
重
大
時
期
に
戦
争
と
い
う
非
常
事
態
に
遭
遇
し
た
。
造
船
業
者
及
び
海
運
主
者
が
、
机
か
ら
蒸
気
へ
、
又
木
村
か
ら
鉄
へ
移
行
の
時
期
を
切
抜
け
る
に
際
し
て
国
家
の
支
援
を
必
要
不
可
欠
と
し
て
い
た
折
に
、
外
開
始
の
競
争
に
対
抗
せ
し
め
る
扱
助
を
交
け
な
い
ば
か
り
か
、
却
て
海
運
は
四
ヶ
年
間
主
税
を
認
せ
ら
れ
、
そ
し
て
運
送
貨
物
の
不
足
の
為
め
に
無
駄
に
過
し
、
h
一
成
は
巡
が
黒
け
れ
ば
同
盟
軍
の
巡
洋
般
に
捕
昨
位
さ
れ
る
結
果
に
陥
っ
た
口
(
四
)
戦
後
の
泊
極
的
海
運
補
助
政
策
人
口
栄
同
政
府
は
逸
平
く
自
国
海
運
に
援
助
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ク
た
。
ん
一
一
一
一
川
う
の
は
、
戦
争
中
、
如
何
な
る
産
業
も
海
運
業
程
損
害
を
受
け
た
も
の
は
な
く
、
従
ク
て
海
運
業
こ
そ
設
も
政
府
支
援
を
必
要
と
し
た
。
議
会
は
出
向
十
保
謎
関
税
の
維
持
に
よ
っ
て
製
造
工
業
を
保
護
し
た
が
、
然
し
な
が
ら
海
運
業
再
建
の
為
め
の
有
効
手
段
は
何
ら
採
ら
れ
な
か
っ
た
口
A
H
来
同
政
府
に
よ
っ
て
海
運
に
与
え
ら
れ
た
唯
一
の
援
助
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
プ
フ
ジ
ル
問
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
!
ハ
フ
イ
、
日
本
及
支
那
問
の
郵
便
サ
1
ヴ
4
ス
に
関
す
る
も
の
で
海
道
問
問
に
関
す
る
一
研
究
-t 
七
経
営
と
経
済
.~ 
y¥ 
こ
れ
ら
の
補
助
金
は
少
数
の
航
路
左
合
む
に
過
・
子
、
そ
の
上
そ
の
商
業
的
主
要
性
は
侭
皮
で
あ
ク
た
。
実
際
、
合
衆
国
海
運
は
次
の
諸
点
で
そ
の
け
工
d
k
白
川
左
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
イ
)
一
八
六
六
年
二
月
十
日
の
法
作
に
上
っ
て
、
混
会
は
、
戦
争
中
外
同
特
に
杉
さ
れ
た
合
衆
同
船
が
米
・
同
符
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
こ
，
れ
は
合
衆
同
の
造
船
業
た
有
利
に
作
か
次
い
で
、
辺
に
一
般
市
民
に
不
利
誌
を
与
え
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
米
国
海
辺
の
船
腹
附
加
が
妨
汗
さ
れ
た
。
(
ロ
)
戦
時
中
小
川
河
川
一
心
に
川
仰
せ
ら
れ
た
川
A
，N
は
一
八
六
八
年
に
苅
め
て
防
止
ぺ
し
れ
た
。
(
ハ
)
冶
仙
沼
将
は
、
外
川
口
弘
北
川
の
本
山
一
仙
の
は
一
山
一
及
び
総
決
に
山
川
さ
れ
る
材
料
に
就
て
は
、
一
八
七
二
年
に
始
め
て
、
又
同
慌
の
円
的
に
川
市
申
1
2
れ
る
伐
州
仙
の
出
泊
に
山
川
さ
れ
る
村
川
に
就
て
は
、
一
八
九
O
年
に
五
つ
て
始
め
て
、
各
え
無
関
税
で
輸
入
す
る
w
m花
ふ
・
に
ん
れ
た
n
川
川
川
州
市
叫
辺
げ
刀
、
ぴ
鳩
山
付
け
に
対
ナ
る
愉
人
関
税
が
小
川
山
地
主
に
と
う
て
不
利
で
あ
っ
た
乙
と
は
明
白
で
あ
る
口
(
一
一
)
行
川
刊
行
一
叱
川
辺
約
に
山
く
郎
似
物
迎
止
に
対
す
る
q
hヘ
次
い
え
払
は
一
八
九
一
年
に
至
っ
て
始
め
て
規
定
さ
れ
た
。
一
八
九
一
年
の
法
作
に
川
似
し
た
法
作
乃
一
七
も
っ
と
仙
川
の
広
い
も
の
が
判
後
山
に
制
山
心
さ
れ
る
べ
さ
で
あ
っ
た
。
(
V
)
米
同
小
川
一
点
の
.
小
川
泊
以
合
求
同
海
軍
の
な
悦
に
上
っ
て
、
治
的
ル
一
ぴ
小
川
川
両
主
計
は
は
も
有
利
な
収
助
の
一
を
奪
わ
れ
た
。
内
戦
の
終
結
時
に
は
、
木
造
船
は
軍
用
に
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
が
、
然
し
な
が
ら
八
日
山
市
川
は
欽
間
川
…
れ
川
在
住
山
一
し
て
そ
の
海
運
を
近
代
化
す
る
手
段
を
講
じ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
米
国
海
軍
計
画
の
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
八
五
年
乃
五
以
昨
へ
の
延
川
は
、
造
船
所
の
改
組
並
に
木
造
船
建
造
造
船
所
の
鉄
鋼
深
川
口
船
建
造
施
設
へ
の
移
行
を
遅
延
さ
せ
る
結
果
に
終
ク
た
口
(
日
日
)
話
溌
な
る
主
要
海
運
国
の
海
運
助
成
政
策
ブ
一
ブ
シ
ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
及
び
日
本
は
海
運
助
成
に
力
を
注
ぎ
、
乙
れ
等
は
、
合
衆
国
が
自
国
海
運
に
与
え
た
援
助
よ
り
も
、
一
段
土
品
川
力
な
支
持
た
犯
供
し
た
。
そ
し
て
外
国
海
運
に
与
え
ら
れ
た
援
助
が
米
同
海
運
の
側
に
於
け
る
競
争
を
さ
ら
に
困
難
な
ら
し
め
た
乙
土
は
挑
山
の
余
地
が
な
い
ロ
(
刊
)
令
米
同
の
外
同
貿
易
就
航
船
腹
衰
退
に
関
連
す
る
故
も
根
本
的
た
原
凶
は
、
政
治
的
な
も
の
よ
り
も
寧
ろ
経
済
的
な
も
の
も
λ
中
に
見
出
さ
れ
る
。
第
十
九
世
紀
の
後
半
に
至
る
や
、
米
国
々
民
及
び
そ
の
利
用
出
来
る
性
一
本
は
、
西
部
地
方
の
梢
民
、
農
業
、
林
業
軒
、
源
の
開
拓
、
鉱
山
の
開
発
及
び
広
大
な
地
域
へ
の
突
通
加
設
の
供
給
に
有
利
な
仕
事
を
見
付
け
た
。
そ
の
為
め
に
、
東
部
諸
州
の
古
年
は
阿
部
へ
門
川
へ
と
向
い
、
海
上
り
雌
れ
る
上
う
に
次
っ
た
n
他
方
、
忽
速
に
発
民
し
つ
L
あ
る
東
部
に
於
け
る
製
造
工
業
は
、
土
荒
民
と
海
外
か
ら
の
仰
い
刊
日
し
し
に
、
有
川
次
代
作
化
人
子
す
る
ク
ク
く
の
開
会
を
与
え
た
。
若
々
し
い
迅
速
に
成
長
し
つ
L
あ
る
同
に
於
て
は
、
浜
本
L
し
労
川
が
え
し
い
n
米
川
に
怜
て
q
h
川
内
向
工
た
が
そ
の
同
日
の
向
山
に
な
る
全
性
木
を
吸
収
し
た
り
疋
に
、
海
外
貿
易
左
目
的
と
す
る
川
川
山
片
山
に
い
M
m
δ
れ
-
k
hホ
日
公
川
世
界
市
坊
の
競
争
の
圧
力
の
下
に
報
酬
を
符
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
反
し
て
、
園
内
に
於
け
る
行
ト
ト
し
ん
労
仰
の
川
内
は
川
内
市
場
で
販
売
さ
れ
、
そ
の
境
界
内
に
於
け
る
一
般
の
‘
報
酬
率
は
常
に
国
際
市
場
に
於
け
る
主
り
も
高
い
。
乙
tλ
に円い、
-K・
が
小
川
辺
小
川
上
り
逃
避
す
る
一
閃
が
窺
わ
れ
る
。
(訓
l
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時
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三
i
g
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同
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←
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λ
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ム
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Q
許
終
忠
寄
与
ミ
沼
長
必
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時
々
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s{ð怖
さ
と
己
綜
州
J
ど
や
さ
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〈
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去
I.s.~
ド
ム
sv
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0
 
~
 G
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包
~
iQ t-0定
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H
~
~
G
期
制
炉
*
;
;
:
~
ミ
エ
ミ
ミ
~
'
d
県
別
れ
J?;J~fJ，.1J記閉そH
，
.
1
J
.
J
ド
'
明
担
Q
~
型
t::H
~
:
三
L
t
守
口
止
1苦ii~三
定
何
回
経
←
t
-
0
fJ 
..1J tH
型
部
手
)
iQ 
t(e ，.1J 
1，ji，I::rゎ雰去三
Q
ト
刊
忍
以
M
e
n
a
c
h
o
v. 
.Ward
持
主
と
や
崎
~
~
~
G
こ
は
、
競
争
に
対
処
す
る
目
的
で
、
契
約
者
に
低
運
賃
を
課
し
、
他
方
非
契
約
者
に
は
古
川
運
賃
を
課
す
る
乙
と
は
適
法
で
あ
る
旨
の
判
決
の
行
わ
れ
た
戸
。
ロ
m
V
〈・
0
E
R
σ
民
仏
m
o
事
件
で
あ
る
。
然
し
た
が
あ
、
そ
れ
等
は
、
そ
の
与
え
る
影
特
力
か
ら
見
て
、
大
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
ζ
で
シ
ャ
1
マ
γ
反
ト
ラ
ス
ト
訟
の
愉
印
刷
吃
眺
め
る
と
し
し
に
し
上
う
。
先
づ
川
法
制
氾
の
背
川
以
た
丸
わ
-K
け
れ
ば
な
い
(
訓
2
)
。
一
八
八
二
年
乃
至
一
八
八
七
年
の
問
、
介
決
同
に
於
て
は
向
求
界
に
ト
ラ
ス
ト
が
山
川
し
k
n
川
似
た
か
川
沿
独
内
化
へ
の
肌
附
り
に
は
同
同
氏
の
大
な
る
関
心
が
払
わ
れ
、
と
れ
等
の
ト
ラ
ス
ト
を
明
確
に
違
法
た
ら
し
川
右
上
う
次
法
作
な
制
定
す
べ
き
碍
求
が
初
段
に
唱
え
ら
れ
た
。
一
八
八
七
年
に
は
、
共
和
、
民
主
両
党
共
に
、
そ
の
綱
領
に
於
て
、
ト
サ
ベ
ト
に
内
山
す
る
件
特
に
言
及
し
、
市
川
当
た
措
置
を
要
求
し
た
。
共
和
党
は
「
我
々
は
、
ト
ラ
ス
ト
若
し
く
は
他
の
方
法
で
、
我
h
A
市
川
町
，
川
の
取
引
の
条
件
を
怒
窓
的
に
支
配
す
ぺ
く
組
織
さ
れ
た
凡
て
の
民
本
の
結
合
に
反
対
す
る
と
と
を
宣
言
す
。
そ
し
て
我
々
は
、
議
会
放
に
州
の
立
法
者
に
対
し
て
、
そ
の
夫
々
の
権
限
に
於
て
、
そ
の
商
品
に
対
す
る
不
当
事
仏
費
用
に
上
っ
て
、
或
は
そ
の
製
品
の
市
場
へ
の
運
送
に
対
す
る
不
当
な
運
賃
に
工
ク
て
、
国
民
を
圧
迫
せ
ん
と
す
る
計
画
の
実
行
を
阻
止
す
る
工
う
な
立
法
を
推
奨
す
る
」
と
述
べ
、
叉
民
主
党
は
、
「
国
民
の
利
誌
は
、
不
必
要
注
課
税
に
工
っ
て
、
一
方
に
於
て
結
合
す
る
少
数
の
者
在
不
当
に
山
裕
に
し
、
他
方
、
多
数
の
我
々
市
民
を
、
彼
等
か
ら
自
然
的
競
争
の
利
誌
を
奪
う
と
と
に
上
っ
て
、
掠
奪
す
る
ト
ラ
ス
ト
及
び
結
合
の
存
在
が
詐
存
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裏
切
ら
れ
る
乙
と
に
友
る
」
旨
を
主
張
し
た
。
期
し
て
ト
ラ
ス
ト
訓
禿
が
下
院
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
反
ト
ラ
ス
ト
立
法
の
機
運
は
次
第
に
熟
し
て
来
た
口
一
八
八
九
年
十
二
月
上
院
活
貝
シ
ャ
1
マ
γ
(
3
2
5
8
)
に
よ
っ
て
上
院
へ
上
程
さ
れ
た
法
律
案
は
、
数
刊
の
審
議
を
経
て
、
現
一
八
九
0
年
四
月
に
同
院
を
一
泊
氾
し
、
次
で
五
月
に
は
下
院
で
採
上
げ
ら
れ
、
短
期
間
の
討
論
の
後
、
修
五
の
上
通
過
せ
し
め
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
一
下
院
の
行
っ
た
修
医
ば
上
院
の
本
れ
る
所
止
な
ら
や
、
そ
の
為
め
に
両
院
の
協
議
が
必
要
と
た
っ
た
が
、
終
に
下
院
は
そ
の
修
正
を
撤
同
す
る
と
と
に
同
立
し
、
児
に
同
年
七
月
二
町
、
同
法
案
は
大
統
領
の
署
名
を
完
了
し
て
、
「
取
引
及
び
商
業
を
不
法
怠
る
制
限
及
び
独
占
上
り
保
諒
す
る
法
作
」
(
〉
ロ
k
目
立
吉
岡
M
g
Z
2
叶
g
q
o
g仏
門
。
B
B
R
8
〉
m
巴
ロ
丘
巴
旦
ω
4
4
P
-
p
w
ω
可
包
旦
ω
何
百
円
四
足
。
口
。
H
U
O
ロ
2
)
と
し
て
成
立
、
普
通
乙
れ
は
シ
ャ
1
マ
シ
反
ト
ラ
ス
ト
法
(
ω
F
R
B
s
k
戸
ロ
昨
日
・
叶
門
口
忠
〉
立
)
と
称
せ
ら
れ
る
。
海
運
同
開
に
関
す
る
一
研
究
人
経
営
と
経
済
入
同
法
の
基
調
は
奈
辺
に
在
る
や
と
言
え
ば
、
と
れ
は
冒
頭
の
数
ケ
条
の
規
定
の
小
に
判
取
さ
れ
る
(
註
3
)
。
先
づ
「
州
際
若
し
く
は
対
外
取
引
又
は
商
業
立
制
限
す
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
、
ト
ラ
ス
ト
若
し
く
は
そ
の
他
の
形
式
に
上
る
給
介
又
は
共
謀
は
、
す
べ
て
違
法
で
あ
る
。
斯
る
契
約
を
締
結
し
、
又
は
斯
る
結
合
若
し
く
は
共
謀
に
関
与
す
る
者
は
、
有
罪
と
行
似
す
」
(
お
一
条
)
と
規
定
し
て
、
取
引
の
制
限
花
氏
止
し
、
え
「
州
際
若
し
く
は
対
外
取
引
又
は
商
業
の
何
れ
の
部
八
な
た
り
と
も
こ
れ
を
独
占
し
加
し
く
は
独
占
す
ぺ
く
他
人
と
結
介
し
消
し
く
は
共
ぷ
ず
る
者
は
、
す
べ
て
有
罪
左
近
倣
す
」
(
第
二
条
)
?
と
規
定
し
て
独
占
を
禁
止
し
て
い
る
n
次
に
は
川
訟
の
山
川
m
M如
何
が
問
涯
と
な
る
。
乙
れ
に
関
述
す
る
規
定
と
し
て
は
、
同
法
の
条
文
中
唯
一
ヶ
条
が
見
出
さ
れ
る
に
過
k
い
れ
川
乃
「
・
不
法
に
が
、
て
山
川
さ
れ
る
人
(
勺
ω円
3
ロ
。
門
官
門
ω
。ロ
ω
)
な
る
言
葉
は
、
合
米
国
の
法
伴
、
准
州
の
法
作
、
川
の
法
作
悲
し
く
以
外
川
ω
法
作
の
下
に
h
一
品
川
そ
れ
等
に
上
っ
て
認
可
さ
れ
た
法
人
及
び
団
体
を
合
む
も
の
と
若
倣
さ
れ
る
」
(
第
八
条
)
と
n
然
し
入
札
一
一
作
、
じ
乙
れ
に
け
の
川
広
で
は
、
出
版
の
日
以
山
市
川
ポ
に
屯
介
な
肝
決
を
与
え
る
に
足
り
な
い
。
従
っ
て
更
に
同
法
に
関
連
す
る
刊
例
及
び
川
次
に
f
一
れ
花
ふ
め
次
け
れ
れ
K
A
K
い
(
M
4
)
。
民
ト
ツ
ス
ト
訟
は
、
介
衆
同
の
同
内
取
引
の
不
合
理
た
制
限
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
が
、
に
の
川
川
制
け
い
、
そ
の
行
為
や
陥
山
止
が
へ
H
渋
川
内
で
生
じ
た
か
え
は
そ
の
他
の
同
に
川
町
て
生
じ
た
か
に
問
係
た
く
有
効
に
適
用
さ
れ
る
。
え
為
さ
れ
穴
行
為
や
以
広
が
れ
川
の
竹
山
下
で
お
ろ
か
J
N
一
口
外
向
の
作
軒
下
で
あ
る
か
に
上
っ
て
具
る
と
こ
ろ
は
友
く
、
斯
る
行
為
や
協
定
が
外
向
で
山
法
か
ど
う
か
に
つ
い
て
れ
九
る
し
じ
と
ら
川
い
た
い
n
m
一
つ
-
の
川
北
山
中
は
そ
の
行
為
又
は
協
定
が
合
衆
国
の
国
内
取
引
又
は
対
外
取
引
に
U
U
仰
を
及
す
と
止
に
工
っ
て
介
泉
川
の
訟
の
山
川
結
成
仰
に
入
っ
て
米
る
か
否
か
と
一
一
一
川
う
と
と
で
あ
る
。
同
際
的
取
引
や
国
内
取
引
に
影
山
引
を
及
す
よ
う
な
同
外
に
於
け
る
行
為
も
、
シ
γ
l
一、
γ
法
に
迎
反
す
る
場
合
は
、
そ
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
、
注
恒
三
以
者
は
、
合
衆
国
に
於
て
訴
追
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
合
衆
国
の
裁
川
所
は
、
合
衆
同
の
市
民
を
支
配
す
る
に
限
ら
れ
宇
、
外
岡
の
国
民
叉
は
会
J
社
が
全
く
外
国
の
領
域
内
で
活
劫
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
泊
劫
が
合
衆
同
の
同
門
取
引
又
は
対
外
取
引
に
ま
で
拡
張
さ
れ
、
シ
ャ
1
マ
γ
法
に
迅
反
し
て
取
引
を
不
合
理
に
制
限
す
る
な
ら
ば
、
と
れ
と
に
も
そ
の
作
時
内
に
あ
る
の
で
あ
る
。
叉
外
国
政
府
が
承
認
し
た
事
岐
に
就
い
亡
件
同
の
個
人
又
は
会
社
が
協
定
を
行
う
と
正
、
又
は
外
岡
政
附
が
そ
の
協
定
に
加
っ
て
い
る
と
と
も
シ
ャ
1
マ
Y
法
適
用
に
対
す
る
防
御
ポ
止
は
次
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
外
国
政
府
が
訴
追
さ
れ
た
い
七
一
一
一
り
つ
単
な
る
事
実
で
他
の
加
入
し
て
い
る
私
人
又
は
団
休
が
刑
官
官
.
任
在
九
川
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
乙
の
点
、
外
国
の
同
氏
又
は
会
社
が
そ
の
国
の
政
府
の
エ
1
ジ
ェ
シ
ト
と
し
て
行
勤
し
て
い
る
乙
と
や
、
外
国
政
府
が
当
該
協
定
に
尖
質
上
経
済
的
な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
乙
と
も
又
同
様
と
る
に
足
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
乙
の
基
本
的
な
問
題
は
、
同
際
的
取
引
に
閃
す
る
協
定
が
、
合
衆
国
の
国
内
取
引
又
は
対
外
取
引
を
不
合
理
に
制
限
す
る
か
と
う
か
と
ろ
一
日
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
治
法
次
川
町
が
何
処
で
生
じ
た
か
、
そ
れ
の
実
施
椛
関
が
何
処
に
十
代
る
か
、
又
は
外
同
の
政
府
行
為
を
な
よ
ー
す
る
乙
と
は
、
掛
川
M
h
ハ
心
川
法
行
為
か
ら
九
日
米
川
の
対
外
取
引
及
び
同
内
取
引
を
保
泌
す
る
ん
H
渋
川
の
権
利
在
阿
川
市
ぃ
一
け
す
る
も
の
で
は
以
い
し
に
己
れ
ら
の
で
あ
る
n
シ
γ
1
一
、
シ
訟
の
川
M
M
K
M
m机
の
下
に
於
て
、
他
与
一
般
市
工
業
と
若
干
性
格
を
具
に
す
る
交
通
事
業
は
如
何
に
取
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
n
に
れ
に
一
ク
の
拘
以
在
与
え
た
の
は
、
一
八
九
七
年
め
d
E件
。
仏
盟
主
g
J
J
叶
S
ロ
ヂ
呂
町
ω
。
ロ
立
明
円
o
f
z
〉
ω
。
の
宙
位
。
ロ
事
件
の
川
決
で
お
る
(
訂
5
)
n
乙
れ
は
政
府
が
、
官
、
不
協
定
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
す
る
と
の
理
由
で
、
戎
る
鉄
道
に
村
山
止
す
る
訴
訟
を
但
し
穴
事
件
で
あ
る
口
十
八
鉄
道
会
社
が
、
協
定
に
よ
ク
て
、
ミ
ズ
リ
1
州
の
附
側
の
金
貨
物
に
就
て
、
貨
不
在
決
定
す
る
乙
と
を
契
約
し
て
い
た
。
地
方
巡
回
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
故
初
の
起
訴
状
は
組
令
の
解
散
及
び
若
干
の
会
社
が
協
定
を
実
施
す
る
の
を
制
止
す
る
命
令
左
前
求
し
た
。
こ
の
起
訴
状
は
巡
同
裁
判
所
に
上
っ
て
来
却
さ
れ
た
が
、
然
し
な
が
ら
批
向
裁
判
所
に
上
っ
て
取
泊
さ
れ
た
鉄
道
。
の
主
阪
に
上
れ
ば
(
イ
)
川
際
交
通
法
2
2
0
2
g
z
n。日
B
R
S
〉
♀
)
は
山
々
籾
.
に
民
不
在
決
定
す
る
権
利
を
鉄
道
に
与
え
て
い
る
か
ら
、
議
会
は
反
ト
ヨ
ス
ト
法
在
鉄
ぃ
泊
に
尚
一
周
す
る
立
川
ル
は
な
い
、
(
ロ
)
反
ト
フ
ス
ト
訟
は
取
引
の
合
部
的
た
制
限
に
は
泊
用
ぜ
守
、
そ
し
て
彼
等
の
仕
平
協
定
は
取
引
の
合
理
的
な
制
以
を
汎
内
応
し
て
い
る
と
口
こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ッ
ク
ハ
ム
(
m
d
会
}
E
B
)
判
事
は
多
数
立
見
と
し
て
・
、
(
イ
)
川
際
交
通
法
と
日
ト
ヲ
ス
ト
訟
は
、
相
正
に
矛
川
ず
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
い
以
ト
ソ
ス
ト
法
は
、
恰
も
川
際
安
通
法
の
存
布
し
な
い
如
く
、
役
辺
に
山
川
す
る
、
(
ロ
)
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
取
引
立
制
限
す
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
を
一
一
一
引
い
、
従
っ
て
裁
判
所
は
、
同
訟
の
箱
川
在
、
取
引
を
不
法
に
制
限
す
る
契
約
に
限
定
す
る
椛
限
を
有
し
な
い
、
そ
れ
に
は
、
合
理
的
で
あ
る
に
せ
よ
将
又
そ
う
で
な
い
に
せ
上
、
取
引
な
制
限
す
る
凡
て
の
契
約
が
合
ま
れ
る
、
(
ハ
)
そ
れ
故
に
協
定
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
し
、
禁
止
令
が
泊
当
で
あ
り
、
一
明
件
は
巡
川
裁
判
所
に
主
反
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
又
同
判
事
は
、
そ
の
見
解
の
第
一
項
目
を
柏
足
し
て
日
く
、
州
際
取
引
れ
し
く
は
尚
北
を
制
限
す
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
等
の
作
成
を
禁
止
す
る
法
律
は
、
若
し
斯
様
な
契
約
が
そ
の
直
接
的
な
効
果
に
よ
っ
て
取
引
及
び
市
栄
の
制
限
を
芯
起
τる
な
ら
ば
、
競
争
関
係
に
あ
る
鉄
道
相
互
間
の
、
州
際
取
引
商
品
の
運
送
に
対
す
る
貨
物
佐
平
に
関
す
海
出
向
引
に
附
す
る
一
研
究
^ 
経
営
と
経
済
^ 四
る
契
約
を
包
合
す
る
も
の
と
宕
倣
さ
れ
る
、
・
:
:
・
川
際
取
引
商
品
の
運
送
に
対
し
て
競
争
関
係
に
あ
る
鉄
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
賃
率
に
関
す
る
協
定
を
除
外
す
れ
ば
、
同
訟
の
効
果
在
一
蹴
返
さ
せ
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
我
々
は
、
収
京
に
審
議
し
た
後
同
法
は
鉄
道
事
業
を
包
含
す
る
意
思
の
あ
っ
た
こ
と
志
伝
宇
る
と
。
克
に
鉄
道
は
、
シ
ャ
l
マ
シ
法
は
取
引
及
び
商
業
主
不
法
な
る
制
限
及
び
独
占
よ
り
保
護
す
る
法
律
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
コ
シ
モ
シ
・
ロ
1
(
g
B目
。
ロ
冨
巧
)
が
不
法
と
汗
倣
し
た
制
限
、
即
ち
取
引
の
不
合
理
な
制
限
の
み
を
立
味
す
る
と
主
川
町
し
た
ロ
と
れ
に
川
合
え
て
ペ
ッ
7
ハ
ム
日
く
、
我
々
は
、
名
称
に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
誌
は
、
同
法
の
本
文
中
で
不
法
と
さ
れ
る
制
限
及
び
独
占
に
関
係
し
、
又
そ
れ
等
を
包
含
す
る
乙
と
を
定
図
さ
れ
た
と
伝
や
る
。
そ
の
立
・
味
を
政
め
る
為
め
に
は
、
法
令
日
休
に
訴
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
用
語
の
明
白
に
し
て
普
通
な
立
味
は
、
取
引
を
不
法
に
制
限
す
る
よ
う
な
契
約
の
み
に
限
定
三
れ
な
い
で
、
そ
の
川
沼
に
は
凡
て
の
契
約
が
合
ま
れ
て
お
り
、
そ
し
て
如
何
な
る
例
外
活
し
く
は
制
限
も
、
議
会
が
ん
白
川
に
し
た
も
の
な
法
作
の
巾
に
入
れ
な
い
限
り
、
附
加
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
乙
れ
に
対
し
て
、
議
会
は
州
際
取
引
を
不
法
に
制
限
す
る
防
火
の
み
な
伏
-K
ぜ
ん
と
巧
、
い
ん
た
に
相
迎
な
い
と
具
、
認
を
唱
え
る
少
数
立
見
も
あ
っ
た
が
、
給
付
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
鉄
道
へ
の
適
川
な
主
似
し
、
川
訟
は
ん
川
町
的
た
る
と
し
か
ら
ざ
る
と
を
問
わ
歩
、
川
際
取
引
を
制
限
す
る
凡
て
の
協
定
立
法
止
す
る
乙
と
を
支
持
す
る
多
数
品
が
勝
な
制
し
た
の
で
あ
る
n
同
様
に
反
ト
ラ
ス
ト
訟
と
交
通
市
犯
と
の
問
述
を
取
扱
っ
た
事
例
と
し
て
は
一
八
九
八
年
の
ロ
E
g
a
皆川え
S
J
J
同
三
三
叶
E
5
0
〉
ω
。
z
t
。
ロ
事
件
が
あ
る
(
詑
6
)
口
こ
の
引
件
に
関
す
る
此
一
両
裁
判
所
の
判
決
は
吋
g
g・
宮
古
g
ロ
江
町
円
巴
m
E
〉
ω
ω
o
n
z
t
。
口
事
件
の
判
決
を
再
肯
定
し
、
シ
カ
ゴ
と
え
川
山
山
と
の
山
の
辿
送
ば
従
事
し
て
い
る
三
十
一
鉄
道
の
、
如
何
程
の
貸
率
を
認
し
又
各
社
が
如
何
程
の
仕
事
を
な
す
か
を
決
定
す
る
協
定
は
、
そ
れ
が
競
争
を
破
壊
し
て
川
際
突
通
に
影
響
を
及
す
が
故
に
シ
ャ
l
マ
シ
法
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
.
要
す
る
に
、
突
通
業
の
中
鉄
道
に
関
す
る
限
り
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
の
例
外
た
り
得
な
い
こ
と
が
、
裁
判
所
の
判
決
に
よ
ク
て
次
沼
に
明
確
化
し
た
D
次
に
は
、
本
命
の
当
而
の
研
究
問
題
と
し
て
い
る
海
運
の
事
業
活
動
は
如
何
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
う
(
A
7
)
口
乙
れ
に
一
一
世
を
加
え
よ
同，
F
O
B
ω
ω
ロ
〈
-
n
ミ
ω
ゆ
門
事
件
の
判
決
は
、
海
上
運
送
一
般
、
し
か
も
外
国
の
海
巡
業
も
シ
ャ
1
マ
シ
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
所
前
取
引
及
び
商
業
の
中
に
合
ま
れ
る
原
則
在
確
立
し
た
。
別
ち
、
た
と
え
運
送
行
為
が
、
そ
の
一
部
が
ん
口
栄
同
の
作
似
以
外
で
行
わ
れ
、
し
か
も
外
国
法
に
従
っ
て
営
業
す
る
会
社
に
よ
っ
て
こ
れ
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
シ
ャ
1
マ
シ
法
は
、
人
口
栄
同
に
向
う
え
は
九
日
米
同
か
ら
の
迎
送
行
為
に
迎
用
さ
れ
る
と
.
一
川
う
。
又
d
E
Z門
目
的
冨
門
ω
ぐ
・
出
ω
日
σ
日
maK戸
g
o
己
目
白
色
宮
町
。
司
R
W
Z句
ω
F
3
・
〉
r
t
o
ロ
・
の
2
0ロ
ω
の
町
民
門
事
件
に
於
て
も
、
山
川
山
が
外
川
で
締
結
さ
れ
、
又
は
外
国
で
遂
行
さ
れ
、
若
し
く
は
外
国
船
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
と
一
一
U
う
乙
と
は
と
る
に
足
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
則
ち
反
ト
-
フ
ス
ト
法
の
祭
止
条
項
は
、
外
国
と
の
取
引
又
は
商
業
を
制
限
す
る
契
約
に
広
く
適
用
さ
れ
る
。
乙
の
協
定
は
、
区
抜
的
に
、
実
質
的
に
斯
る
商
業
に
影
特
を
及
す
も
の
で
あ
り
、
又
乙
れ
が
商
業
主
不
当
に
制
限
す
る
場
合
に
は
‘
乙
の
協
定
は
、
シ
ャ
1
マ
シ
法
の
適
用
範
域
内
に
入
っ
て
来
る
。
シ
ャ
l
マ
シ
法
は
合
衆
国
の
領
域
内
で
全
部
遂
行
さ
れ
る
よ
う
な
協
定
の
み
を
扶
止
す
る
よ
う
に
狭
義
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
一
一
一
日
う
議
論
は
正
当
で
は
な
く
、
又
広
義
な
解
釈
が
国
際
的
紛
糾
を
招
く
と
一
一
一
一
口
う
議
論
に
対
す
る
理
由
も
な
い
。
斯
る
協
定
は
、
合
衆
国
の
市
民
が
締
結
し
た
類
似
の
結
合
と
同
様
の
基
準
で
審
理
三
る
べ
き
で
あ
る
。
凡
て
の
事
件
に
於
て
重
要
な
問
題
は
「
直
按
的
に
、
実
質
的
に
合
衆
同
の
外
国
貿
易
に
影
間
一
い
を
及
す
よ
う
に
合
衆
国
に
於
て
作
用
す
る
結
合
で
あ
る
か
」
と
言
う
乙
と
で
あ
る
口
乙
れ
が
こ
の
判
決
の
要
旨
で
あ
る
。
一
え
に
進
ん
で
、
如
何
な
る
行
為
が
違
法
行
為
を
仙
成
す
る
か
に
就
て
、
判
例
に
拠
ク
て
こ
れ
を
苅
う
こ
と
に
す
る
(
討
8
)
。
光
づ
積
極
的
に
競
争
を
排
除
す
る
為
め
の
巡
託
制
引
は
こ
れ
主
迅
訟
と
し
て
い
る
。
太
訓
史
的
会
社
(
の
円
。
巳
F
m
w
r
g
吋
o
三
ロ
m
h
o
-
一〉
が
、
統
治
才
の
統
九
ず
を
排
除
す
る
為
め
、
的
主
と
契
約
な
結
び
、
会
シ
1
ズ
シ
在
通
じ
て
所
定
沿
全
部
に
一
A
る
曳
船
サ
1
ヴ
ィ
ス
を
当
該
会
社
の
み
に
限
定
し
、
・
児
柏
会
社
は
則
る
船
主
に
対
し
、
如
何
な
る
場
へ
H
に
も
辺
氏
の
二
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
州
引
く
と
共
に
競
争
業
者
の
カ
ヴ
ト
・
レ
l
卜
以
下
に
辺
氏
主
制
引
く
こ
と
在
約
し
た
の
で
あ
る
が
、
斯
様
な
契
約
は
向
主
主
不
合
問
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
決
左
下
さ
れ
た
口
巳
z
q
m
g丹
a
d
-
-
O
R巳，
FmwEwω
吋
。
三
ロ
川
町
内
。
・
事
件
が
こ
の
実
例
で
あ
る
。
又
闘
争
船
を
使
用
す
る
乙
と
及
び
迎
送
中
込
を
受
け
た
貨
物
を
正
当
な
理
由
な
く
し
て
引
受
け
る
の
を
拒
否
す
る
乙
と
は
違
法
と
さ
れ
た
。
と
れ
と
直
接
関
連
し
た
事
件
は
、
ロ
ロ
一
件
。
弘
一
回
巳
2
4・出向凶
B
U
ロ門向・〉
B
O巳
g
ロ
HLHVO
事
件
で
あ
る
白
米
国
の
船
会
社
が
喝
ブ
ラ
ジ
ル
航
路
に
配
船
し
た
降
、
往
航
は
貨
物
が
あ
ク
た
が
、
復
航
は
空
船
で
あ
ク
た
。
と
れ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
合
衆
国
へ
の
筏
航
に
於
て
海
運
同
盟
に
関
す
る
一
研
究
入
五
経
営
と
経
済
八
六
外
国
の
船
会
社
が
海
運
同
盟
を
結
成
し
、
米
国
船
を
排
序
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
と
で
合
衆
国
司
法
省
は
、
同
盟
側
が
、
配
給
、
航
海
日
時
、
貨
物
の
突
換
、
貸
率
に
就
て
協
定
し
た
と
し
し
、
ス
ペ
ー
ス
が
余
っ
て
い
る
の
に
貨
物
の
引
受
け
を
拒
絶
し
た
と
と
応
就
て
訴
え
た
。
又
同
様
な
事
件
と
し
て
d
E芯
仏
g
E
g
J
J
〉
日
ω
江
g
D
k
r巴
主
汗
ピ
ロ
ω
事
件
が
あ
る
。
本
件
に
就
て
は
、
司
法
行
は
、
海
運
同
盟
、
協
定
、
プ
ー
ル
の
取
極
め
、
配
船
数
、
寄
沿
地
、
航
海
日
時
、
貨
不
の
協
定
、
割
反
に
関
す
る
事
項
は
秘
符
で
な
く
公
開
す
べ
き
も
の
で
あ
る
旨
を
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。
期
川
似
た
二
つ
の
羽
件
に
対
し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
申
込
を
受
け
た
貨
物
を
王
市
の
運
賃
で
引
叉
け
な
い
の
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
い
れ
止
己
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
及
び
闘
争
胎
の
使
用
は
そ
の
事
実
が
証
明
さ
れ
る
た
ら
ば
、
叫
ん
い
止
さ
る
べ
き
行
の
判
決
を
下
し
た
n
児
に
い
地
竹
一
川
一
一
民
川
口
池
山
川
し
し
断
定
さ
れ
た
日
山
川
一
一
心
二
一
川
件
に
於
て
は
、
我
判
所
は
運
賃
延
兵
制
に
就
て
は
何
ら
会
止
的
判
決
を
下
三
な
か
っ
た
の
い
に
お
る
が
吋
F
O
B
ω
ω
ロ
ペ
-nω
コ
日
・
引
件
に
於
て
は
、
こ
れ
は
治
訟
で
あ
る
と
己
れ
た
。
本
件
は
、
同
県
側
が
運
賃
延
兵
制
立
以
川
し
て
川
主
に
対
し
て
限
外
的
の
利
川
k
.小
可
能
し
し
し
、
J
文
明
か
に
お
な
的
に
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
特
別
貸
平
で
運
送
す
る
為
め
に
一
山
必
の
ス
ペ
ー
ス
在
残
し
て
わ
く
上
う
次
行
為
、
ば
し
た
乙
し
し
に
此
て
川
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
就
て
、
故
高
裁
判
所
は
、
シ
ャ
1
マ
ン
日
ト
ラ
ス
ト
訟
の
泣
民
主
的
成
す
る
工
う
か
、
迎
竹
川
一
民
川
、
川
九
ド
郎
、
作
川
の
添
立
的
竹
一
平
で
運
送
す
る
為
め
、
船
舶
の
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を
漆
立
的
に
尚
保
す
る
よ
う
な
行
為
在
行
う
て
い
る
紋
介
の
治
法
行
為
の
此
に
、
以
A
H
は
訴
椛
を
有
す
る
と
判
決
左
下
し
て
い
る。
と
れ
を
要
す
る
に
、
海
迩
業
!
沿
岸
海
運
の
み
な
ら
や
海
外
海
却
を
も
合
む
!
日
鉄
道
会
と
同
様
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
か
ら
漏
れ
な
い
乙
と
が
明
か
と
な
ク
た
の
で
あ
る
口
既
に
見
て
来
た
如
く
、
合
衆
国
の
海
運
は
、
市
北
戦
争
以
後
漸
次
衰
退
の
也
勢
に
あ
る
に
反
し
で
、
と
れ
に
肢
を
接
す
る
よ
う
に
、
英
同
左
光
珂
に
し
尤
世
界
の
主
要
海
運
同
が
米
国
左
中
心
と
す
る
諾
航
路
に
進
出
し
、
ど
れ
に
加
え
て
彼
等
海
運
業
者
が
組
織
す
る
海
運
問
問
の
一
北
山
口
、
人
H
来
同
の
定
期
拍
車
業
の
発
達
を
妨
害
し
、
引
い
て
は
そ
の
海
辺
の
独
立
を
極
め
て
困
難
な
ら
し
め
る
よ
う
た
状
態
に
立
到
っ
た
。
そ
の
給
川
市
、
小
川
辺
川
間
以
に
対
す
る
非
加
川
は
、
民
間
に
於
て
の
み
な
ら
や
ノ
亦
政
府
に
於
て
も
、
甚
だ
敗
烈
で
あ
っ
た
。
期
る
情
勢
の
折
か
ら
、
取
引
の
制
限
を
禁
止
し
、
独
占
を
禁
止
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
成
立
を
見
た
口
従
っ
て
、
海
運
同
盟
が
一
般
的
に
同
法
の
規
定
に
収
触
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
世
論
の
動
向
か
ら
推
し
て
、
無
理
の
な
い
所
で
あ
る
。
(詰
1
)
山
古
田
弘
文
氏
「
間
際
的
海
運
事
業
活
動
に
対
す
る
米
同
注
規
制
と
オ
ー
プ
ン
・
カ
シ
ブ
ァ
レ
ン
ス
.
、
シ
ス
テ
ム
市
入
月
号
(
河
川
2
)
開
Z
2
7ロ
g
H
1
3ゆ
吋
同
日
同
吋
HOEOB
古
吾
作
亡
口
一
円
包
3
P
H
5
3
N
ω
・
3
・
ω
5
1倍。・
(
A
3
)
7
2
5
E
H
づ
h
E
3
F
H
g
E
P
E
4
n
-
5
同
・
門
戸
田
子
日
1吋
Z
U
E
H
4
p
z
g
d
ち
お
・
3
・
立
。
1
2斗・
(討
4
)
山
石
田
弘
文
氏
前
掲
論
文
(詰
5
)
】
g
r目白口白
G
白
井
二
げ
一
色
・
3
・
問
。
!
日
目
・
(註
6
)
し
『
g
g
g仏
Q
P井
日
目
立
仏
・
3
・
M
m
ω
{
凶忠・
(註
7
、
岩
田
弘
文
氏
前
掲
論
文
(註
8
)
岩
田
弘
文
氏
前
掲
論
文
(ト一)
「
海
江
」
昭
和
二
十
八
(
日
比
)
心
川
巡
及
び
漁
業
委
日
会
の
波
町
シャ
1
マ
ン
反
ト
フ
ス
ト
法
L
f
一
小
川
辺
川
助
と
の
閃
係
は
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
た
が
ら
万
事
司
法
機
関
の
法
的
解
釈
に
依
拠
し
て
処
川
ず
る
上
う
た
方
法
は
、
惚
川
川
多
川
仰
な
海
辺
諸
い
れ
忽
を
合
理
的
に
且
迅
速
に
解
決
す
る
の
に
は
、
適
切
と
は
一
一
一
口
い
難
い
。
斯
し
て
と
の
山
川
左
紘
一
的
札
明
怖
に
す
る
日
的
を
以
て
、
立
法
化
の
措
泣
が
諦
ぜ
ら
れ
る
気
速
が
発
生
し
た
。
乙
の
中
1
時
、
沼
会
に
於
け
る
日
巾
功
力
の
mLへ
は
、
海
運
業
に
発
展
し
て
来
た
海
運
連
合
及
び
独
占
を
規
制
し
叉
統
制
せ
ん
と
す
る
運
ゆ
を
判
川
判
じ
た
n
従
米
長
年
月
に
一
止
り
、
攻
る
米
悶
の
船
会
社
は
、
外
国
の
海
運
独
占
は
自
主
的
競
争
を
抑
圧
す
る
と
不
平
を
言
っ
て
い
た
。
日
仁
乙
で
市
会
に
於
け
る
故
初
の
運
動
は
外
向
の
海
運
プ
ー
ル
に
向
け
ら
れ
た
。
然
し
間
も
た
く
、
合
衆
国
内
の
船
会
社
も
乙
れ
等
の
プ
ー
ル
に
加
問
し
て
い
る
と
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
下
院
は
第
六
十
二
議
会
に
於
て
、
シ
ャ
1
マ
γ
反
ト
ラ
ス
ト
法
記
国
内
並
に
外
同
の
海
運
プ
ー
ル
に
適
用
せ
し
め
る
上
う
友
海
運
ト
ラ
ス
ト
法
案
を
通
過
せ
し
め
た
。
と
の
実
は
、
芳
し
裁
判
一
附
が
海
運
連
合
が
シ
ャ
1
マ
γ
法
に
違
反
す
る
乙
と
を
見
出
し
た
な
ら
ば
、
当
該
連
合
が
解
散
す
る
交
で
、
尚
一
一
校
述
合
船
舶
に
米
関
諸
港
の
入
出
港
を
ふ
去
止
め
得
海
運
同
問
に
関
す
る
一
研
究
八
七
経
内
凸
と
経
済
八
八
る
旨
を
規
定
し
た
。
又
郵
政
長
官
(
叩
。
ω
昨日
g
R円
の
g
R巴
)
は
、
同
法
案
に
上
つ
-
て
、
若
し
契
約
を
平
交
じ
て
い
る
給
会
社
が
、
斯
様
な
独
占
的
プ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
る
と
判
明
し
た
‘
な
ら
ば
、
一
八
九
一
年
の
法
律
の
下
に
設
置
さ
れ
た
郵
便
契
約
を
取
泊
す
権
限
を
与
え
ら
れ
た
口
然
し
な
が
ら
上
院
は
切
る
方
策
に
行
劫
た
採
ら
や
、
終
に
海
運
連
合
左
廃
止
す
る
努
力
は
放
棄
さ
れ
る
に
室
っ
た
(
詩
1
1
他
方
に
於
て
合
衆
国
の
対
外
貿
易
が
漸
次
発
展
す
る
に
伴
い
、
海
運
独
立
の
必
要
な
る
所
以
が
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
も
λ
に
海
運
同
盟
に
対
す
る
従
来
の
態
度
に
就
て
再
検
討
の
一
県
あ
る
と
と
が
関
係
者
の
聞
に
明
一
目
守
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
斯
し
て
下
院
は
、
一
九
一
二
年
二
月
二
十
四
日
及
び
六
月
十
八
日
の
両
決
混
に
主
い
て
、
合
衆
国
の
外
国
並
に
国
内
取
引
に
於
け
る
海
運
協
定
及
び
加
盟
に
就
て
の
徹
底
的
な
調
布
在
実
施
す
る
乙
と
与
な
ク
た
(
一
日
2
)
0
7
一
の
為
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
海
運
及
び
漁
業
委
員
会
(
ゎ
。
B
E
3
0
0
。ロ
5
0
Z
2各
自
門
ζω
ユロ
o
g品
目
ω
『
耳
目
。
乙
で
あ
る
。
同
委
只
会
は
、
調
査
方
法
と
し
て
、
党
づ
五
六
二
の
合
衆
'
同
海
運
会
社
(
外
国
航
路
を
絞
併
せ
る
も
の
も
合
む
)
去
、
一
八
七
の
鉄
山
一
会
社
万
ぴ
運
送
関
係
事
業
会
社
と
、
合
衆
間
関
係
航
路
に
営
業
せ
る
こ
。
八
の
外
国
会
社
に
対
し
、
一
定
の
様
式
の
ω岳
包
己
。
。
同
Z
Aロ
日
2
な
発
し
、
.
f
一
れ
に
対
し
て
得
た
る
同
定
口
(
合
衆
同
所
属
海
運
会
社
の
中
間
容
を
拠
出
し
た
も
の
一
八
O
、
外
同
会
社
の
川
咋
合
し
た
も
の
八
八
)
を
格
理
し
て
、
基
礎
的
調
布
を
と
.
k
の
え
、
次
で
と
の
芸
礎
的
調
査
に
於
て
守
唄
し
な
か
っ
た
事
現
在
調
布
す
る
為
め
、
放
に
伴
、
不
問
の
江
見
を
徴
す
る
為
め
一
に
、
各
州
商
務
局
、
商
業
会
議
所
、
物
産
取
引
所
及
び
主
要
友
商
事
会
社
、
運
送
会
社
等
の
立
見
を
吋
耐
え
は
陳
述
に
上
っ
て
刷
出
さ
せ
、
児
に
一
同
事
実
の
真
相
を
明
か
な
ら
し
め
る
目
的
を
以
て
一
九
二
二
年
一
月
七
日
よ
り
同
年
三
月
三
日
に
一
1
り
、
日
)
H
M
σ
口
の
『
g江
口
町
ω
を
聞
い
て
、
同
間
関
係
の
海
迎
会
社
、
同
盟
関
係
外
の
海
運
会
社
、
鉄
道
会
社
、
代
表
的
大
待
主
等
五
五
人
左
証
人
に
喚
問
し
て
、
日
間
に
閲
す
る
各
種
の
事
実
、
賛
否
の
意
見
、
弊
忠
一
一
口
に
対
す
る
救
済
策
等
に
就
て
尋
問
し
、
又
別
に
ロ
ω
3
2
B
g件。同
ω
g
Z
を
経
て
、
外
悶
別
補
の
外
安
官
、
領
事
に
対
し
院
期
間
の
海
運
会
社
で
あ
っ
て
合
衆
国
関
係
航
路
に
於
て
同
盟
を
組
織
し
、
叉
は
と
れ
に
加
盟
せ
る
も
の
え
実
情
、
並
に
供
創
刊
同
の
同
盟
に
対
す
る
取
扱
い
及
び
海
運
保
護
政
策
等
を
報
告
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
斯
し
て
と
れ
等
総
て
の
材
料
を
総
台
調
売
し
て
、
乙
れ
に
対
す
る
委
員
会
の
結
論
を
附
し
て
出
来
た
も
の
が
、
そ
の
報
告
書
で
あ
る
。
(
註
3
)
口
(
一
d
l
)
N
丘
町
二
三
仏
・
3
・
2
1
4
u・
(
ぷ
2
)
何
百
O
吋
可
H
F
H
o
rロ
m
o
p
の同
0
4
2
の
・
同
S
E
2
8仏
〉
自
o
E
M
P
出
2
4
日
、
H，
H
S
4
3室
町
。
ロ
ヴ
司
君
主
3
活
ω
日・℃・
ω
訟・
〈註
3
)
小
島
昌
太
郎
氏
著
「
海
運
同
盟
論
」
附
録
一
四
1
五
頁
(
W
)
合
衆
国
を
中
心
と
す
る
海
運
同
日
の
実
態
と
の
小
川
辺
及
び
政
治
安
門
川
会
が
ん
日
米
川
在
中
心
L
じ
す
る
外
川
貿
易
に
関
係
す
る
海
運
同
開
を
訓
禿
し
た
結
果
と
し
て
到
達
し
た
結
論
に
バ
及
す
る
に
む
立
っ
て
、
そ
の
川
十
代
が
沢
〈
加
さ
れ
穴
主
的
、
期
以
た
海
巡
同
盟
は
如
何
な
る
状
況
に
あ
っ
た
か
、
と
れ
に
就
て
考
察
を
試
み
上
う
(
山
l
)
n
に
・
れ
竹
山
の
一
川
辺
川
川
川
の
性
格
は
、
米
同
の
海
外
貿
易
の
六
地
域
に
存
在
す
る
も
の
を
個
別
的
に
検
討
す
る
‘
な
ら
ば
、
よ
り
良
く
理
解
出
米
る
n(
A
)
北
大
川
洋
貿
易
(
欧
洲
の
全
治
を
合
む
)
実
際
、
合
衆
国
の
犬
同
洋
諸
浴
と
英
国
、
北
欧
及
び
地
中
海
祐
治
と
を
述
絡
す
る
整
備
さ
れ
た
全
会
社
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
米
国
|
欧
洲
貿
易
の
殆
ん
ど
各
令
一
野
を
含
む
多
数
の
運
賃
協
定
に
加
盟
し
て
い
る
口
乙
れ
等
の
協
定
は
、
便
宜
上
、
四
グ
ル
ー
プ
即
ち
(
イ
)
英
同
往
復
に
於
け
る
最
低
賃
率
協
定
(
ロ
)
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
シ
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
ブ
ラ
シ
ス
詰
沿
と
合
衆
国
と
の
問
の
貿
易
を
支
配
す
る
協
定
(
ハ
)
パ
ル
チ
ッ
。
ク
プ
1
ル
協
定
及
び
(
ニ
)
地
中
海
協
定
に
医
介
さ
れ
る
口
合
衆
悶
北
大
内
洋
諸
浴
と
英
国
の
主
要
治
即
ち
リ
ヴ
ァ
プ
1
ル
、
ロ
ン
ド
ン
、
グ
ラ
ス
ゴ
1
及
び
マ
シ
チ
ェ
ス
グ
ー
と
の
間
の
貿
易
に
関
し
て
、
全
・
定
期
柏
会
社
|
数
で
言
え
ば
、
二
O
社
!
は
、
京
航
、
凶
航
共
に
故
低
率
協
定
の
ヌ
シ
パ
ー
で
あ
る
口
乙
れ
等
の
協
定
の
下
で
は
、
加
照
会
社
は
、
三
十
日
乃
至
六
十
日
の
所
定
の
期
間
、
協
定
し
た
故
低
上
り
も
更
に
低
い
佳
比
率
で
貨
物
を
引
受
け
な
い
と
と
を
互
に
ぷ
解
し
て
い
る
。
然
し
ι
な
が
ら
、
斯
様
な
け
以
低
賃
率
は
、
穀
物
、
小
麦
粉
、
棉
花
等
の
如
き
東
航
大
量
貨
物
に
は
適
用
さ
れ
友
い
で
、
荷
主
及
び
海
運
会
社
が
凡
て
に
同
様
に
適
用
出
米
る
確
定
位
向
十
を
持
つ
乙
と
を
希
望
す
る
高
級
貨
物
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
協
定
違
反
に
対
し
て
は
何
ら
一
か
の
処
罰
も
科
せ
ら
れ
な
い
口
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
シ
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
シ
ス
尚
治
か
ら
合
衆
国
へ
の
間
航
運
送
は
幾
多
の
協
定
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
出
ω
ヨ
σロ
認
・
k
r
B
o
z
gロ
F
E
P
Z
O
H
F
の
2
B
ω
ロ
ロ
。
M
X
Y
図。
=
g色
〉
目
。
ュ
g
ピ
ロ
。
及
び
白
河
内
川
内
同
盟
問
ピ
ロ
o
は
、
一
八
九
四
年
、
海
辺
同
問
に
関
す
る
一
研
究
^ 九
経
営
と
経
済
九
O 
普
通
Z
・
ロ
・
円
、
.
〈
・
当
2
5。
ロ
ロ
弘
司
円
。
日
間
Z
k
r
m
R
O
B
O
E
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
一
つ
の
協
定
を
締
結
し
た
口
と
の
協
定
は
、
北
ド
イ
ツ
沿
岸
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
の
浴
か
ら
合
衆
国
の
沿
へ
の
乙
れ
等
会
社
の
金
貨
物
を
合
ん
で
・
お
り
、
そ
し
て
と
の
為
め
に
、
維
持
す
べ
き
代
物
氏
本
に
閲
す
る
相
互
協
定
及
び
貨
物
運
送
か
ら
上
る
全
収
入
の
中
そ
の
件
前
を
各
会
社
に
保
有
さ
せ
る
相
互
協
定
を
有
し
て
い
た
。
z-u・
H
A
-
J
1
・
は
児
に
の
。
日
間
}
お
ロ
目
。
の
ふ
口
小
包
]
O
H，
g
ロ
ω
己
ω
三一ハ山口。
εア
1
ヴ
ル
沿
は
、
A
H
求
問
へ
向
け
十
討
し
く
は
そ
と
か
ら
泣
通
に
上
る
代
物
及
び
旅
客
運
送
主
主
を
ブ
一
フ
シ
ス
会
社
一
に
活
保
し
、
そ
の
代
り
に
、
同
会
社
は
、
z・
ロ
・
円
、
.
〈
・
の
同
窓
あ
る
場
合
花
山
岡
山
、
A
H
物
れ
し
く
は
旅
客
辺
民
主
活
に
就
て
ペ
ク
ロ
γ
シ
ュ
グ
ッ
ト
1
フ
ラ
ン
ス
杭
同
地
問
の
治
に
守
山
ω
し
な
い
と
一
一
一
?
っ
協
定
を
行
い
、
え
〉
5
可。・ヤ
5
2
~
3
5
と
、
同
社
は
ボ
ル
ド
ー
若
し
く
は
ボ
ル
ド
ー
以
北
の
治
l
合
衆
同
問
に
品
川
物
若
し
く
は
旅
客
サ
1
ヴ
日
ス
を
ぷ
け
な
い
と
去
に
同
立
し
、
そ
の
代
り
に
Z
・
ヮ
-
H
K
・
AF-
説
会
社
は
ア
ド
リ
ブ
海
か
ら
北
米
向
け
の
杭
路
左
設
け
な
い
と
午
一
一
日
う
協
え
を
締
結
し
允
。
ア
γ
ト
ワ
1
ブ
か
ら
ん
H
栄
町
へ
述
帆
ず
る
主
司
会
社
は
ニ
1
1
l
ヨ
ー
ク
、
ポ
ス
ト
シ
、
ブ
ィ
ラ
ヂ
ル
ブ
f
ア
及
び
パ
ル
チ
モ
ア
へ
の
サ
1
ヴ
f
ス
を
有
つ
問
。
仏
日
常
ピ
ロ
O
L
し一一ュ
1
オ
リ
l
v
J
ズ
へ
の
F
0
1
2
q一
VEmwvと
で
あ
る
。
ロ
ッ
テ
ル
、
、
グ
ム
と
合
衆
国
と
の
問
に
迎
抗
す
る
え
別
的
会
社
は
出
。
]
}
吉
島
・
〉
自
己
目
。
ω
ピ
ロ
0・
河
口
ω
冨
ロ
何
回
え
〉
丘
町
洋
一
の
戸
山
口
。
及
び
d
g
E
Z
B
F
E
0
.
で
あ
る
が
、
と
の
中
前
二
九
引
は
、
河
口
ω
ぽ
ロ
何
mg丹
〉
ω
山m丸山
O
H
L
ロ
ω
は
ロ
シ
プ
治
に
向
け
て
の
み
山
品
川
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
又
、
若
し
貨
物
が
不
足
し
貨
物
を
求
め
て
ロ
ヅ
デ
ル
グ
ム
に
寄
港
す
る
必
嬰
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
出
。
}
}
包
口
弘
〉
B
O巴
g
F
Fめ
の
貨
不
を
維
持
す
る
乙
と
に
同
意
す
る
運
愉
協
定
記
給
ん
だ
口
¥
合
衆
同
の
た
同
洋
沿
山
市
港
と
パ
ル
テ
ッ
ク
海
の
裕
治
と
の
問
の
切
、
坊
に
従
出
し
て
い
る
国
ω
日
σロ門間
'
k
p
B
内門戸
g
ロ
ロ
ロ
p
z
o丘
町
の
2
・
2
8
口
。
三
u
司ロ
ω
。
ロ
ピ
ロ
o
及
び
d
E
Z弘
巳
え
g
ピ
ロ
σ
は
京
抗
、
回
杭
ル
ム
ハ
に
合
む
プ
1
ル
協
定
の
メ
シ
パ
ー
で
あ
る
口
東
航
に
は
、
四
つ
の
別
々
の
プ
1
ル
が
在
る
口
一
つ
は
ポ
ス
ト
γ
、
ニ
1
1
ヨ
1
ク
、
ブ
f
ラ
デ
ル
フ
f
ア
、
パ
ル
チ
モ
ア
及
び
ニ
ュ
1
ポ
l
ト
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
パ
ル
チ
ッ
ク
海
の
ロ
シ
ア
及
び
ド
イ
ヅ
港
並
に
デ
γ
マ
1
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
及
び
ス
エ
1
デ
シ
へ
の
諾
港
向
け
の
小
麦
運
送
に
二
ク
は
同
治
相
互
問
、
食
焔
の
項
目
に
入
る
一
八
の
主
要
商
品
に
、
一
づ
は
県
陀
物
と
し
て
介
知
さ
れ
る
商
品
の
運
送
に
、
最
後
の
も
の
は
r
&・
丘
三
H
F
F
8
4
肉
g
E
日
u
g
q
5
z
・。口
g
r
g
等
か
ら
成
る
他
の
一
八
の
主
一
嬰
輸
出
向
品
に
夫
々
関
係
す
る
。
西
杭
に
於
て
も
亦
、
東
抗
運
送
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
性
格
の
類
似
し
た
プ
ー
ル
協
定
の
下
に
述
航
が
行
わ
れ
た
n
地
中
海
諸
港
向
け
及
び
そ
と
か
ら
の
巡
送
に
就
て
見
れ
ば
、
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
貿
易
路
上
の
会
会
社
は
戊
る
形
式
の
貨
不
芳
し
く
は
運
愉
協
定
の
下
に
提
携
し
て
い
る
口
と
L
で
は
と
れ
ん
干
の
協
定
の
巾
故
主
な
も
の
、
即
ち
イ
グ
リ
1
沿
向
け
消
し
く
は
そ
こ
か
ら
の
貿
易
を
支
削
す
る
協
定
に
就
い
て
ベ
け
及
す
る
に
止
め
る
n
吋
ω
U
S
H
L
D
O
左
除
け
ば
、
イ
グ
リ
1
1合
衆
国
間
の
一
貿
易
に
従
事
す
る
入
信
定
期
船
会
社
は
、
双
山
政
に
川
川
川
次
な
仇
介
す
る
協
定
の
ス
ジ
マ
ハ
ー
で
あ
る
n
同
航
協
定
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
l
一
方
に
於
て
イ
ク
り
1
の
六
会
社
正
他
方
に
於
て
〉
ロ
与
え
ピ
ロ
P
出
m
B
σ
R
m
-
K
μ
自
己
~
g
D
H
L
D
O
U
Z
O円
笹
口
R
B
ω
ロ
ロ
。
三
及
び
司
立
件
。
∞
宮
門
ピ
ロ
n
lに
上
っ
て
純
一代川
v
心
れ
、
v
J
」
し
て
九
日
以
川
の
浴
向
け
で
、
イ
グ
リ
1
及
び
シ
シ
リ
1
沿
に
於
て
船
積
さ
れ
る
五
O
。
ハ
1
セ
ジ
ト
を
各
グ
ル
ー
プ
に
確
保
す
ろ
円
代
物
ω
竹
山
中
以
一
山
一
世
屯
及
び
芥
杭
屯
に
対
し
て
明
確
に
規
定
さ
れ
、
そ
し
て
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
延
反
が
、
同
協
定
の
メ
シ
ベ
1
た
る
公
社
'
の
み
な
支
持
す
る
こ
と
に
同
立
す
る
待
、
王
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
束
杭
に
於
て
は
、
会
社
は
貨
物
故
低
賃
不
に
関
す
る
諒
解
を
有
っ
て
い
る
と
恨
A
目
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
諒
鮮
は
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
今
度
v
は
日
桜
丘
転
じ
て
、
北
大
同
一
件
の
旅
寝
迎
送
を
支
配
す
る
協
定
に
就
て
窺
う
な
ら
ば
、
大
手
筋
会
社
主
合
む
二
八
社
が
、
旅
古
巡
送
小
山
に
関
し
、
各
地
域
に
於
て
、
四
つ
の
同
盟
の
的
成
只
た
る
こ
と
な
川
一
じ
又
少
く
と
も
一
二
の
協
定
に
よ
っ
て
加
盟
し
て
い
た
の
(
B
)
ア
ジ
ア
貿
易
と
の
貿
易
に
於
け
る
直
通
ゃ
い
胎
サ
1
ヴ
ィ
ス
は
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
川
ち
(
イ
)
米
国
大
同
洋
岸
と
松
市
小
l
玲
に
ス
エ
ズ
花
山
で
l
mに
迎
抗
す
る
会
社
(
ロ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
印
皮
尚
治
し
し
な
…
加
給
す
る
会
社
、
(
ハ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
的
俣
市
小
印
度
問
に
運
抗
す
る
会
社
(
一
一
〉
川
一
京
消
沿
向
け
及
び
そ
こ
か
ら
辺
抗
す
る
太
弔
日
航
閉
会
社
、
(
山
小
)
杏
沿
i
米
同
太
平
洋
山
問
、
太
平
洋
机
附
会
社
に
工
り
、
氏
九
こ
て
、
ヵ
ル
カ
ッ
グ
l
芥
佐
川
、
〈
V
一の日
g
H
L
S
に
上
る
、
ヵ
ル
カ
ッ
グ
太
平
洋
巡
送
に
分
た
れ
る
。
I
f
-
-
一
肌
泊
七
会
社
が
、
合
京
国
の
大
同
伴
祐
治
と
紙
一
一
市
川
し
し
の
問
に
、
定
期
サ
l
ヴ
ィ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
r
s
g
uロ
mHgg岳
山
℃
円
、
山
口
。
立
，
同
伴
す
れ
ば
、
凡
て
の
会
社
は
三
ク
の
協
定
の
メ
シ
パ
ー
で
あ
り
、
或
は
と
れ
と
歩
調
を
揃
え
て
い
る
。
京
航
に
於
て
は
、
若
干
の
会
れ
は
明
併
に
別
定
し
た
航
海
割
当
を
有
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
年
間
在
通
じ
て
出
来
る
だ
け
特
定
期
間
に
配
分
さ
れ
、
叉
航
海
の
順
序
を
持
ち
、
泊
加
航
小
山
は
、
各
自
の
航
海
同
数
に
去
さ
、
署
名
者
の
三
分
の
こ
の
同
立
に
よ
っ
て
の
み
許
可
さ
れ
る
。
間
航
え
海
も
、
若
干
の
会
海
辺
同
慌
に
閲
す
る
一
研
究
九
経
営
と
経
済
九
社
に
割
当
て
ら
れ
、
そ
し
て
航
海
総
回
数
が
貿
易
に
比
し
て
過
大
若
し
く
は
過
少
な
ら
ば
、
協
定
は
会
社
の
航
海
を
調
節
す
る
順
序
を
決
め
る
1
0
合
衆
国
か
ら
の
往
航
に
が
、
て
は
、
貸
率
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
る
代
理
庖
に
よ
っ
て
旦
統
制
さ
れ
、
そ
し
て
丘
一
十
郁
夫
の
変
児
は
凡
て
ニ
ェ
1
ヨ
i
ク
会
議
に
於
け
る
代
理
庄
の
満
場
一
致
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
西
航
貨
不
は
、
船
主
に
よ
り
、
京
方
部
港
の
彼
等
の
代
別
山
と
相
談
の
上
、
調
整
さ
れ
る
。
合
衆
国
の
大
西
洋
岸
諸
港
か
ら
極
東
向
け
に
及
び
逆
に
始
積
み
し
た
会
汽
船
の
純
貨
物
状
入
は
川
パ
の
協
定
の
条
件
に
従
っ
て
プ
ー
ル
さ
れ
、
そ
し
て
運
賃
延
兵
は
極
東
諸
浴
か
ら
凶
廻
り
の
貿
易
に
も
詐
容
さ
れ
、
そ
れ
は
苅
干
の
も
の
-K
山
け
ば
、
山
泌
氏
全
体
の
一
O
。ハ
1
七
γ
ト
に
達
し
た
。
小
川
・
川
の
い
へ
川
日
山
し
し
印
皮
川
の
火
口
切
に
閲
し
て
は
、
間
8
3
v
z
o
と
出
口
の
r
g
}
}
g
g日
ω町
一
勺
ピ
ロ
ω
が
直
通
運
送
を
取
扱
い
、
え
〉
目
白
一
g
ロ
ω
ロ
向
日
口
弘
一
自
己
ロ
σ
の
名
称
で
、
市
川
航
、
内
航
共
に
共
同
サ
1
ヴ
ィ
ス
在
行
っ
て
い
る
。
会
社
間
の
諒
解
に
よ
れ
ば
、
川
は
的
'
M
U
川
公
社
に
上
り
幻
年
に
へ
刀
川
さ
れ
ね
ば
な
γ
h
k
い
が
、
然
し
な
が
ら
往
航
サ
1
ヴ
f
ス
に
於
て
は
両
会
社
は
夫
え
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
し
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
市
で
川
町
は
な
供
給
す
H
Q
こ
と
に
な
っ
v
て
い
る
口
ジ
庁
べ
向
け
の
世
一
泊
サ
l
ヴ
1
ス
は
出
ωロ
ω
ロ
ロ
σ
と
の
R
E
S
-〉
5
可
包
Mgm汁
ggω
窓
口
(
い
?
と
の
問
の
共
同
取
純
一
め
の
下
に
行
わ
れ
た
。
協
定
の
条
件
に
上
れ
ば
、
航
海
は
次
の
上
う
な
方
訟
で
州
当
ら
れ
る
。
即
ち
六
起
の
れ
mが
毎
年
間
g
S
F官
。
上
り
机
供
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
川
匂
求
が
あ
っ
v
た
り
ん
け
の
日
目
ω
P〉
5
可
巳
訂
ロ
ピ
ロ
ゆ
が
ふ
ハ
往
左
供
給
し
、
そ
し
て
苅
し
一
二
笠
以
上
の
汽
船
が
必
要
と
な
ク
た
な
ら
ば
、
超
過
分
は
同
会
社
上
り
削
次
に
机
供
さ
れ
る
の
で
あ
-
る
。
米
・
同
の
太
平
洋
川
河
と
ア
ジ
ア
訪
浴
と
の
刊
に
巡
航
す
る
太
平
洋
航
断
会
社
に
限
を
向
け
る
な
ら
ば
、
欣
一
一
↑
備
さ
れ
た
金
海
運
会
社
主
合
む
幾
多
の
協
定
が
見
出
さ
れ
る
。
京
廻
り
貿
易
に
於
て
は
、
一
、
二
の
例
外
在
除
け
ば
、
凡
て
の
会
社
は
二
ク
の
同
盟
即
ち
叶
E
5・F
E同』の
吋
ω丘
町
田
口
忠
告
(
出
。
ロ
m
Eロ
m
g仏
わ
E
E
出
門
包
の
ご
と
叶
円
山
口
V
M
u
h
v
巳
出
。
吋
ω門
戸
内
問
団
ロ
尽
き
(
守
司
g
回
日
ロ
の
ど
の
加
盟
者
で
あ
る
。
乙
れ
ル
干
の
同
盟
は
金
支
那
及
び
日
本
諸
港
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
の
同
盟
の
守
口
き
回
E
ロ
の
『
の
主
要
な
特
徴
は
運
賃
狂
反
制
で
あ
り
、
こ
の
畑
一
た
は
生
糸
川
沢
口
問
、
セ
メ
シ
ト
、
木
材
を
除
く
全
商
品
に
迎
用
し
、
場
合
に
は
、
運
賃
の
こ
っ
。
ハ
1
セ
γ
ト
に
達
し
て
い
る
の
ポ
ー
ト
一
ブ
ジ
ド
、
グ
コ
マ
、
シ
ア
ト
ル
、
ピ
ク
ト
リ
ア
、
パ
シ
ク
1
パ
1
及
び
ニ
ュ
l
hウ
エ
ス
ト
ミ
シ
ス
グ
ー
か
ら
東
洋
の
一
般
地
点
向
け
の
凶
廻
り
運
送
に
於
て
は
、
七
会
社
一
が
吋
S
2・MM
阿
古
山
内
目
。
吋
白
山
町
内
切
口
R
m
E
(
当
2
S
oロ
ロ
弘
)
の
名
称
で
知
、
わ
れ
て
い
る
貨
市
中
協
定
の
下
に
運
航
し
て
い
る
口
サ
ン
ブ
-
プ
ン
ヤ
ス
コ
か
ら
初
心
収
向
け
に
山
品
川
し
て
い
る
MUR即
時
一
の
宮
包
-
g
g
B岳
山
℃
ハ
。
・
と
京
洋
汽
的
会
社
は
、
こ
の
同
問
肌
に
加
入
し
て
い
次
か
つ
允
が
、
然
し
な
が
ら
市
川
作
向
け
過
し
品
川
物
の
的
杭
に
対
し
て
迩
陥
協
定
を
有
し
、
そ
し
て
可
忠
…
片
山
の
v
pロ
ハ
。
・
に
七
主
人
の
れ
川
JK
、
市
川
以
什
れ
川
会
社
に
川
医
な
供
給
す
る
航
海
の
共
同
計
画
を
維
持
し
て
い
る
。
以
後
に
、
所
前
(
い
色
。
E
S・MM
m
自
民
百
(
リ
。
え
門
吋
内
円
の
ゆ
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
乙
の
同
盟
の
基
礎
を
た
す
協
定
は
、
一
方
に
於
て
は
、
北
太
平
洋
沿
作
初
会
社
二
可
υ立
止
の
昌
也
}
(
。
・
及
び
東
洋
汽
治
会
社
、
他
方
に
於
て
は
.r巳
o
h
E
g
g
g
g
Z州
E
m
N
H
.
0ロ
(
い
?
と
〉
U
O
R
H
L
5
(
門
包
の
5
5
ピ
ロ
ω
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
)
に
上
っ
て
締
結
さ
れ
て
い
る
。
者
名
者
は
確
定
住
日
一
本
を
採
用
す
る
こ
と
に
立
見
が
一
致
し
、
そ
し
て
協
定
純
国
内
の
出
品
よ
り
受
取
ら
れ
る
迎
行
一
は
、
一
定
の
運
送
究
用
が
控
除
さ
れ
た
後
、
(
m
Z
2
5
ピ
日
ω
に
三
八
月
日
の
一
、
太
平
洋
航
町
会
社
に
三
八
γ
の
こ
の
比
不
で
以
て
八
パ
-
附
さ
れ
る
n
又
こ
の
協
定
は
、
ズ
ッ
ク
万
一
び
仰
の
運
送
に
対
し
運
賃
延
一
民
の
支
払
た
規
定
し
て
い
た
n
」
¥
(
C
)
ア
フ
リ
カ
只
易
ん
日
米
一
川
か
ら
市
部
及
び
京
部
J
一
/
リ
カ
向
け
士
山
一
一
以
川
札
口
切
に
従
弔
し
て
い
る
入
信
行
郎
会
社
即
ち
L
P
R
m
ユ
ロ
ロ
自
叩
〉
門
口
n
n
n
g
u
m
日
佐
川
百
戸町内
p
d
口一
O
ロハい
ω
ω
2
0
足
ω
一一
ωぽ
ω
日
ω
『
ず
れ
。
-
w
dロ
ザ
は
わ
訂
ロ
戸
一
口
Y
出
山
口
話
州
、
一
円
以
出
。
ロ
ωけ
O
ロ
ピ
ロ
o
及
び
す
ユ
υ
のm
阿
仁
川
a
m
w
口
口
一
同
の
プ
1
ル
取
初
め
の
下
で
巡
航
し
て
い
る
円
的
舶
は
日
易
の
必
嬰
に
応
じ
て
順
次
に
、
各
社
に
よ
っ
て
机
供
三
れ
、
必
現
一
蛤
版
の
七
八
r
の
こ
が
口
口
一
。
D
n
ω
丘
一
門
ロ
同
色
】
戸
山
口
ω
に
上
つ
-
て
、
七
へ
パ
一
の
一
が
他
の
五
社
の
夫
え
に
上
ク
て
担
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
、
，
L
で
は
、
運
官
、
は
プ
ー
ル
さ
れ
、
各
社
に
対
す
る
市
中
は
ロ
γ
ド
ン
で
決
定
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
送
付
さ
れ
、
そ
こ
で
代
理
山
に
上
っ
て
実
施
さ
れ
る
n
然
し
K
が
ら
こ
の
協
定
は
往
杭
に
対
し
て
の
み
泊
刑
さ
れ
、
佐
杭
に
関
し
て
は
各
社
自
休
の
問
題
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
実
'
除
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
向
け
の
及
川
が
な
い
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
の
又
合
胤
氷
河
か
ら
の
け
、
平
が
英
国
及
び
大
陸
諸
港
か
ら
の
貨
不
と
出
来
る
だ
け
同
水
-mγ
に
靴
作
三
れ
る
べ
き
旨
の
諒
鮮
が
会
社
間
に
有
っ
た
口
そ
し
て
と
の
貿
易
に
は
二
つ
の
会
議
即
ち
主
要
な
る
海
運
会
社
で
以
て
柏
成
さ
九
三
一
川
川
川
山
に
関
す
る
一
研
究
し
日
↓
」
/
付
t
れ
る
円
。
ロ
到
。
ロ
打
。
ロ
由
。
円
。
口
。
。
と
一
一
L
e
l
ヨ
ー
ク
港
の
代
理
底
上
り
成
る
Z
O勾
ベ
2
w
n。
目
白
山
門
片
付
。
が
存
ホ
し
て
い
た
の
米
・
同
と
ア
フ
リ
カ
内
海
山
と
の
問
に
は
、
一
九
一
一
年
ま
で
は
、
如
何
な
る
定
期
サ
1
ヴ
ィ
ス
も
運
抗
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
年
ド
イ
ツ
の
三
会
社
が
、
こ
の
幻
易
に
定
期
サ
1
ヴ
f
ス
を
運
航
す
る
目
的
で
結
合
し
た
口
然
し
な
が
ら
同
貿
易
は
、
第
一
段
階
に
於
て
、
不
採
立
な
公
的
K
く
さ
れ
た
の
で
、
同
社
は
た
な
る
犠
牲
を
払
う
て
ま
で
そ
れ
を
発
民
さ
せ
る
と
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
結
果
刊
光
州
の
川
公
社
に
、
協
定
に
加
入
す
る
上
う
一
勧
お
し
た
り
乙
の
協
定
は
ド
イ
ツ
の
三
会
社
と
英
国
の
四
会
社
の
問
に
締
結
さ
れ
、
有
効
期
間
な
じ
み
年
し
し
し
、
附
後
は
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
六
ヶ
灯
の
予
告
に
従
っ
て
継
続
す
る
町
何
れ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
ニ
1
1
ヨ
l
ク
以
外
の
へH
M
川
山
か
ら
ア
ゾ
リ
カ
川
作
向
け
に
、
苅
し
く
は
逆
に
、
析
し
い
サ
1
ヴ
ィ
ス
を
問
灼
す
る
時
に
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
現
存
協
定
に
明
い
て
、
川
人
的
刊
じ
に
な
加
す
る
上
う
机
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貨
物
放
に
旅
先
H
R平
は
相
互
協
定
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
修
正
さ
れ
る
た
で
州
五
丸
J
に
刊
小
ナ
リ
O
n
川
防
火
に
於
て
は
、
二
ょ
1
ヨ
1
ク
か
ら
の
貨
物
任
比
率
は
、
一
位
通
で
あ
れ
、
或
は
英
国
若
し
く
は
ド
イ
ツ
経
山
で
わ
れ
、
作
氏
川
げ
川
、
ぴ
ド
イ
ツ
上
ゎ
一
J
ソ
リ
ρ
川
川
川
去
で
の
北
リ
川
一
夫
定
片
山
V
に
冷
子
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
n
航
海
は
英
国
及
び
ド
イ
ヴ
的
が
交
正
に
山
帆
す
る
上
う
川
供
さ
れ
て
い
る
n
.
1
に
、
代
物
及
び
旅
ふ
任
事
主
は
、
運
航
し
た
汽
船
に
そ
の
二
五
。
ハ
1
セ
ン
ト
を
与
え
た
役
、
残
余
は
均
等
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ヘ
η
川
3
れ
る
と
一
一
パ
う
方
訟
で
。
プ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
(
D
)
校
洲
口
、
日
分
k
何回
ω
1
8ロ
ωロ
仏
〉
J
S芹
巳
…
川
5
m日
υ
日
ω
E
U
ピ
ロ
F
ロ
ロ
ロ
ユ
吋
MGω
吋
ロ
ロ
σ
及
び
C
E
g
q
ω
宮門
ωωω
ロ
ハ
日
〉
ロ
己
S
E
ω
一ωω
門
ω日
ω庄
司
ハ
一
。
・
の
三
社
が
、
介
渋
川
の
太
平
洋
山
か
ら
校
洲
及
び
一
一
ょ
l
ジ
A
ブ
シ
ド
ザ
山
川
町
へ
の
庄
一
一
辿
述
送
に
従
事
し
て
長
り
、
と
れ
等
の
会
社
・
間
に
は
口
一
川
の
ブ
ー
ル
協
定
が
存
十
忙
し
て
い
る
円
乙
れ
に
よ
れ
ば
、
必
川
切
な
船
腹
口
、
数
社
に
よ
り
、
上
に
述
べ
た
順
序
で
夫
々
四
二
・
五
。
ハ
!
七
γ
ト
、
一
二
五
。
ハ
l
-
V」
γ
ト
及
び
二
二
・
五
。
ハ
l
セ
γ
ト
の
比
率
で
提
供
さ
れ
る
口
収
入
並
に
損
失
は
プ
ー
ル
さ
れ
、
同
比
率
で
以
て
広
心
配
さ
れ
る
。
行
一
率
は
協
定
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
、
修
正
に
は
満
場
一
致
の
同
立
を
要
す
る
円
ワ
ヴ
ァ
ブ
ー
ル
経
由
で
運
航
す
る
J
4
z
z
m昨
日
ピ
ロ
め
は
、
合
衆
国
か
ら
J
N
洲
向
け
の
問
花
迎
送
の
主
な
る
運
送
主
者
で
あ
る
n
同
社
は
、
ニ
ょ
l
ヨ
l
グ
か
ら
運
航
し
て
い
る
直
通
三
会
社
と
、
η
ヴ
ァ
ブ
l
ル
経
由
枝
洲
向
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
芥
積
貨
物
は
全
問
会
社
の
杭
取
る
芥
私
伏
物
の
合
計
の
四
分
の
一
を
担
え
で
は
な
ら
な
い
と
古
う
諒
解
を
有
し
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
同
社
は
他
の
三
社
経
告
と
経
済
と
何
ら
の
ブ
ー
ル
協
定
を
も
結
ん
で
い
な
い
。
涼
洲
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
か
ら
太
平
洋
岸
へ
の
一
、
主
研
究
貿
易
は
0
3
3芯
日
3
5島
f
n。
・
及
び
白
色
。
ロ
2
8
B
ω
E℃
打
。
・
に
よ
づ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
口
貨
物
は
似
め
て
限
ら
れ
た
同
州
の
向
口
川
上
り
な
り
、
現
行
貨
不
は
同
会
社
同
一
で
あ
っ
た
。
(
R
)
山
永
口
、
坊
(
小
米
九
一
ぴ
メ
キ
シ
コ
の
川
小
川
山
川
左
合
む
)
た
・
川
い
に
川
い
い
併
し
し
の
川
の
広
川
川
サ
1
いり
f
ス
日
次
の
八
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
の
(
イ
)
一
一
λ
!
日
1
ク
l
ヴ
i
ネ
ズ
f
ツ
万
一
び
ク
ラ
カ
オ
(
ロ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
l
コ
ロ
シ
ピ
プ
の
カ
リ
プ
海
祁
沿
(
ハ
)
一
一
λ
ヨ
ー
ク
ー
プ
て
ソ
ン
地
的
(
一
一
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
l
中
部
並
に
市
部
‘
ブ
ラ
ジ
ル
祁
浴
〈
ホ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
l
リ
ヴ
ァ
プ
レ
ー
ト
(
へ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
及
び
ニ
ュ
1
オ
リ
1
γ
ズ
l
パ
ナ
マ
経
由
市
米
内
海
岸
-
(
ト
)
介
衆
国
の
犬
同
洋
岸
!
マ
ゼ
ラ
γ
海
峡
経
由
市
米
凶
海
岸
(
チ
)
合
衆
悶
の
大
平
洋
諸
潜
l
市
米
阿
海
岸
品
初
の
六
つ
の
貿
易
に
従
事
す
る
殆
ん
ど
凡
て
の
会
社
は
、
夫
え
は
半
維
持
の
下
忙
営
業
し
つ
L
お
う
、
た
口
故
後
の
二
ク
の
グ
ル
ー
プ
を
合
む
会
社
は
、
外
見
上
、
旧
互
に
取
極
め
を
行
っ
て
い
な
か
づ
た
が
、
山
知
し
友
泣
的
関
係
に
立
づ
て
運
航
し
て
沿
り
、
文
運
賃
引
下
げ
行
為
を
同
避
し
土
う
と
し
て
い
る
工
う
に
見
え
る
。
ニェ
1
ヨ
ー
ク
と
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
一
フ
問
に
は
、
同
立
E
U
-
-
F
…口一
ω
(
k
r
zコ位。
g山
の
包
σ
σ
gコ
盟
g
B
Z
ω
丘
向
ω江
。
ロ
ハ
U
。
・
)
が
主
要
運
送
会
社
で
あ
り
、
そ
し
て
問
。
可
巳
口
三
庄
司
2
昨
日
立
一
知
〕
民
間
口
一
ピ
コ
σ
が
唯
一
の
競
争
者
で
あ
る
口
と
れ
等
二
社
の
問
に
は
、
出
。
ヨ
}
ζ
包
-
H
L
山
口
ゆ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
l
F
ω
の
g
U
1
3
及
び
司
5
3。
n
m
t
o
}
}
。
問
、
同
包
2
匂
w
ロ
ロ
o
の
日
比
率
の
九
O
。
ハ
1
セ
Y
ト
以
下
の
行
、
不
在
放
さ
な
け
れ
ば
、
河
内
る
=
ロ
w
w
ピ
ロ
ω
は
1
ク
ラ
カ
オ
向
け
及
び
そ
乙
か
ら
の
貸
率
が
、
問
。
3
-
Z包
】
ピ
ロ
め
在
し
て
両
法
問
に
巡
り
必
さ
れ
る
全
代
物
の
半
ば
を
確
保
せ
し
め
る
程
度
に
ま
で
、
引
下
げ
ら
れ
る
乙
と
に
異
議
を
挟
ま
友
い
と
い
う
取
秘
め
が
安
さ
れ
て
い
一
向
迎
同
問
に
関
す
る
一
研
究
九
五
経
告
と
経
済
7
U
J
、
J
j
J
ノ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
カ
リ
プ
海
沿
出
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
問
の
貿
易
に
於
て
は
、
問
。
可
包
一
宮
包
]
留
め
ω日
間
}
ω
o
w
z
n
。-
w
国
ωBσ
ロ吋
mE〉
包
伶
・
1
3ロ
ピ
コ
一
ω
及
び
C
E
g
q
吋
門
口
広
門
。
・
が
定
期
的
サ
1
ヴ
f
ス
を
溢
営
し
て
い
る
。
前
二
者
は
、
文
書
に
よ
る
ブ
1
ル
放
忙
住
民
率
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
他
方
白
色
宮
山
町
門
口
一
昨
の
。
.
は
、
同
貿
易
に
配
胎
を
開
始
し
た
当
初
上
り
、
ブ
ー
ル
取
極
め
に
加
入
せ
や
、
叉
文
書
若
し
く
は
H
mに
上
る
協
定
を
も
締
結
し
て
い
な
い
が
、
m
し
な
い
か
ら
泊
芯
二
社
し
仁
同
様
の
任
比
率
を
認
し
、
叉
同
様
の
条
件
の
下
に
営
業
し
て
い
石
上
う
に
探
せ
ら
れ
る
。
業
践
を
プ
ー
ル
す
る
外
r
、
運
官
、
川
一
反
が
、
住
ん
伐
坑
共
に
、
詐
存
さ
れ
て
い
る
。
次
で
ブ
ッ
ジ
ル
穴
易
r
於
て
は
、
図
。
。
吾
ロ
ヨ
が
専
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
左
ア
マ
ゾ
γ
地
域
の
運
送
を
統
制
し
て
い
る
。
同
社
と
南
部
ブ
ラ
ジ
ル
消
治
に
運
航
す
る
同
目
的
会
社
l
出
ω
g
t日
向
・
K
F
E町
民
gロ
ピ
コ
o
と
頃
凶
日
σ
三四
-
m
o
丘
町
〉
5
0円山
gロ
ω
z
m白
羽
町
古
内
。
・
し
し
の
共
同
サ
1
ヴ
J
人
、
円
、
∞
百
円
v
。
Z
5
3
出。}寸円、
.5vN、
び
州
v
h
ロの
O
H
L
ヌ
!
と
の
叩
に
は
、
各
唱
え
他
社
の
領
域
を
尊
主
し
上
う
と
一
一
円
う
暗
黙
の
ぷ
仰
が
存
花
し
て
い
る
と
し
し
が
川
之
さ
れ
て
い
る
n
上
川
町
の
-
ブ
ラ
ジ
ル
同
盟
諸
会
社
は
、
九
日
米
同
止
の
北
別
一
り
及
び
小
川
川
一
り
の
官
、
U
切
な
M
V
A
V
や
し
て
い
る
文
書
に
上
る
協
定
忙
従
ク
て
述
抗
し
で
い
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
口
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
リ
ヴ
ァ
プ
レ
ー
ト
へ
の
市
川
一
り
の
江
口
切
に
は
、
一
九
一
二
年
以
米
、
F
m
B旬。
2
2
q
司。
=
F
Z
P
M向。ロ
ω
ざ
ロ
ピ
ロ
F
M
M
同
一
コ
の
ぬ
ロ
ロ
F
ω
R
t
ω
円
円
、
山
口
。
及
び
〉
5
2
~
gロ
2
3
2
5門
司
宮
内
O
H
L
S
の
mr、
け
、
平
の
決
定
設
に
維
持
左
目
的
と
す
る
口
頭
の
諒
仰
が
有
っ
た
n
何
迎
聞
か
れ
る
同
日
会
決
で
、
迎
廿
一
本
が
決
定
さ
れ
た
が
、
然
し
た
が
ら
運
賃
は
プ
ー
ル
さ
れ
た
い
で
、
取
得
し
た
会
社
に
帰
加
す
る
も
の
と
さ
れ
た
口
各
社
が
同
貿
易
忙
投
入
す
る
船
舶
の
な
若
し
く
は
m
m一
に
関
し
て
も
、
亦
船
の
出
帆
日
時
に
就
て
も
、
何
ら
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
っ
た
の
リ
ヴ
ァ
プ
レ
1
「
か
ら
の
北
廻
り
貿
易
r就
て
は
、
国
民
σω
門
戸
山
口
F
戸川凶
B
U
0
2
8仏
国
。
}
仲
戸
山
口
。
及
び
出
。
ロ
ω円
。
ロ
ピ
ロ
。
が
、
運
賃
研
一
一
民
を
合
む
協
定
の
下
r運
航
し
て
い
る
口
と
の
割
反
は
)
穀
物
及
び
亜
脱
仁
以
外
の
全
商
品
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
率
は
五
。
ハ
l
セ
y.
「
で
あ
る
n
米
川
の
犬
川
洋
岸
か
ら
パ
ナ
マ
経
由
で
南
米
の
阿
海
岸
向
け
の
運
送
r従
事
す
る
全
会
社
は
、
暗
黙
の
佐
平
諒
解
の
下
に
経
営
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
パ
ナ
マ
経
由
の
会
社
と
し
て
は
、
問
。
可
丘
一
F
Eロ
2
3
5
M
M何
百
}
内
え
れ
。
-w
出
向
日
σロ
認
・
〉
B
o
z
gロ
ピ
ロ
p
d
E芯
弘
司
円
三
円
の
。
・
及
び
Mh
ヨ
ωBω
河川比}円。包
m
g
m
B
ω
E
H
v
n。
・
、
ニ
ュ
1
オ
リ
1
Y
ズ
か
ら
。
ハ
ナ
マ
経
由
の
も
の
?
と
し
て
は
、
白
色
宮
内
田
司
円
三
円
ハリ
0
・
、
パ
ル
チ
モ
ア
か
ら
一
コ
ロ
シ
向
け
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
腕
時
r
航
海
す
る
会
社
ど
し
て
は
、
日
r
向ロロ
ω
。
ロ
ピ
ロ
σ
が
あ
る
。
d
E
Z島
町
E
x
n
o・
と
他
の
会
社
去
の
問
に
、
氏
本
の
変
.
史
忙
就
い
て
、
そ
の
実
施
忙
先
立
ち
、
討
議
す
る
正
一
一
一
一
日
ろ
趣
旨
の
口
頭
の
読
解
が
あ
る
と
.
一
パ
わ
れ
る
n
叉
会
社
川
に
は
、
ニ
A
1
オ
リ
γ
犬
か
ら
の
迎
廿
、
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
運
賃
去
同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
と
一
一
一
一
日
う
暗
黙
の
諒
仰
が
お
う
た
。
山
米
の
川
小
川
山
か
ら
パ
ナ
マ
経
由
で
人
口
栄
同
の
犬
同
洋
岸
向
け
の
運
送
に
も
同
様
た
事
情
が
支
配
し
て
い
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
米
川
の
太
平
洋
山
間
沿
し
し
中
米
及
び
メ
キ
シ
コ
西
洋
と
の
問
の
運
送
に
就
て
は
、
3
h一
昨
日
。
宮
包
]
盟
S
B
m
F
f
n。
・
が
最
も
重
要
な
地
杭
ル
一
占
め
て
い
る
n
会
社
聞
の
協
定
若
し
く
は
読
解
の
存
在
は
、
関
係
会
社
に
工
つ
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
数
社
の
運
賃
表
、
米
国
の
領
川
代
理
及
び
貿
易
商
社
の
陳
述
に
上
っ
て
可
忠
一
円
刊
の
冨
色
一
戸
山
口
。
は
同
貿
易
に
於
け
る
支
問
者
で
あ
り
、
他
の
諸
社
は
そ
の
何
日
一
本
左
採
用
し
、
そ
の
利
訴
.
に
反
対
す
る
乙
と
を
敢
て
慎
ん
で
い
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
F
)
カ
リ
プ
貿
易
〈
問
印
度
諸
島
、
中
米
・
及
び
メ
ム
イ
シ
コ
な
合
む
)
国
ω日
げ
ロ
円
m
e
k
F
5
0
1
Sロ
HLS
と
問
。
ヨ
]
一
宮
忠
H
m
H
g
B
M
M
m
n
r
z
n
0・
Tt
の
問
の
協
定
及
び
同
社
と
d
E
r込
町
E
I
n。
・
と
の
問
の
ぷ
鮮
は
又
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
!
ジ
ャ
マ
イ
ガ
及
び
中
米
間
の
貿
易
に
於
て
と
れ
等
の
会
社
を
支
配
し
て
い
る
。
ジ
ャ
マ
不
カ
に
悶
淫
し
て
、
出
ω日
σ
R
N
s
k
r
gめ
は
g
ロ
ピ
ロ
ο
と
MNOU詰
〕
昌
弘
}
ピ
ロ
ゅ
は
、
A
H
物
百
六
十
に
就
て
協
定
し
た
外
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
キ
γ
グ
ス
ト
y
向
け
m
H
物
に
対
し
て
一
O
。
ハ
1
セ
シ
ト
の
辺
氏
廷
決
を
認
め
て
い
る
口
と
の
グ
ル
ー
プ
内
に
於
け
る
、
多
数
の
他
の
航
路
上
に
運
航
し
て
い
る
会
社
相
互
間
の
関
係
は
、
犬
市
大
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
イ
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ム
し
北
キ
ュ
1
パ
諸
浴
と
の
間
の
貿
易
に
於
て
は
、
zoJ4J円
。
円
}
内
自
己
(
U
H
H
g
に
巴
g
g
g
ω
E
t
h
o
-
は
、
目
的
治
の
地
攻
守
割
に
就
て
、
円
。
百
円
】
ωロ
ぽ
冨
R
5
B
m
w
ハいロ
σgmw
と
一
つ
の
諒
仰
を
有
し
て
い
た
。
一
九
一
一
年
九
月
ま
で
、
k
z
r
z
m
2
iの
ゆ
え
国
ω日
ず
己
認
-
K
F
B
R
~
n
s
r
s
は
、
約
一
ヶ
年
間
、
ハ
パ
ナ
向
け
の
運
航
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
貨
物
運
賃
に
関
し
て
、
z
o
d司
ベ
2
w
g仏
の
ロ
g
宮
包
『
ピ
ロ
o
と
、
文
書
に
工
ら
な
い
暗
黙
の
読
解
を
持
つ
-
て
い
海
江
同
問
に
関
す
る
一
研
究
九
七
経
営
と
経
済
7L 
Y¥ 
た
口
(
ロ
)
合
衆
悶
'
f
ハ
イ
チ
と
の
問
の
貿
易
は
三
会
社
に
上
ク
て
統
制
さ
れ
て
い
た
。
〉
己
mMω
∞2
i
s
o時
国
ω
B
U
E
m
b
5
2刊の凶ロ
ピ
ロ
ぬ
と
MN。
日
記
}
ロ
ロ
件
。
E
J
J
1
2昨日ロハ
M
g
v
pニ
ピ
ロ
ゅ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
、
的
門
m
w
t
R
m
F
E
m
w
は
モ
ピ
1
ル
を
夫
々
起
点
'r
し
て
い
十
一
円
一
九
一
二
年
末
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ハ
イ
チ
と
を
給
ぶ
二
社
は
、
ハ
イ
チ
に
於
け
る
諸
山
の
会
社
間
へ
の
配
分
、
伐
物
放
に
旅
定
位
ネ
の
決
定
及
び
維
持
、
牧
誌
の
一
部
門
司
-
の
プ
1
ル
を
そ
の
日
的
と
す
る
ブ
1
ル
協
定
の
加
問
者
で
あ
っ
た
n
乙
れ
は
一
九
一
一
一
年
十
一
一
川
二
十
一
日
.
に
停
止
し
た
け
れ
ど
弘
、
両
社
は
仇
物
戸
町
市
中
に
於
て
同
一
件
、
一
本
し
し
条
件
を
引
続
い
て
辺
守
し
た
り
(
ハ
)
河
ご
い
ー
と
U
-
M
Z日M
J
4
2けぺ
UJ.hHJA包
一
戸
川
口
-YU31hロ
ロ
内
μ
一
一凶け
o
m
F
2
1忠
附
与
の
0
・w
F
υ
g
U
Q円
円
以
込
町
、
目
。
一
け
阿
じ
り
υ
及
び
叶
江
口
一
山
主
m
u
q
u…
コ
向
山
口
山
叶
宗
門
ロ
コ
ぬ
れ
0
4
の
川
止
は
、
一
三
1
日
1
ク
と
ト
リ
ニ
グ
ッ
ド
と
の
川
に
、
定
期
サ
1
ヴ
i
ス
立
維
持
し
て
い
る
口
北
川
叫
り
げ
、
υη
に
供
、
て
は
、
一
し
れ
咋
の
会
内
は
、
竹
、
心
い
の
治
山
川
L
L
コ
コ
ア
に
対
す
る
一
O
。ハ
l
ヒ
シ
ト
の
廷
民
の
供
与
を
そ
の
日
的
に
し
す
る
協
定
の
下
に
、
れ
ん
い
い
し
て
い
る
n
イ
丸
山
川
一
り
に
此
て
不
十
作
、
川
川
川
口
北
パ
川
げ
や
夫
の
下
に
辺
抗
し
て
い
る
。
児
に
い
S
U
B
-
Y内
包
日
日
g
B
1
日
目
立
ハ
。
・
'
f
一
山
m
g
t
c円
m・
〉
日
日
一
2
口
円
、
庄
内
し
し
の
川
に
は
、
ブ
ー
ル
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
た
。
(
一
一
)
一
一
ょ
!
日
l
ク
l
ベ
l
ミ
ム
l
グ
'
口
弘
に
辺
川J
し
て
い
ら
心
c
nぴ
ω
o
m
Z
ω
日
与
す
問
、
一
去
と
回
。
三
一
広
島
市
山
門
3
5
3
0
r
z
n。・
日
、
ニ
ー
1
ヨ
1
ク
か
ら
の
杭
待
に
対
す
る
川
一
民
の
ど
H
h
に
川
す
ろ
収
一
山
一
め
の
r
y
パ
ー
で
あ
づ
た
。
(
ホ
)
七
会
社
一
が
合
衆
同
の
犬
同
日
山
川
間
沿
い
ぐ
京
1
ノ
ヤ
シ
口
問
川
沿
し
し
花
…
山
一
泊
し
て
い
る
が
、
均
等
は
他
の
小
川
迎
会
社
と
何
ら
の
協
定
若
し
く
は
諒
併
に
述
し
て
い
な
い
回
日
報
告
さ
れ
て
い
る
口
以
上
ム
口
山
氷
河
対
外
取
引
の
主
要
坑
路
上
に
運
航
し
て
い
る
会
社
川
正
問
の
悶
係
-
R
M
日
U
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
契
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
り
心
(
計
2
)
口
(
!
〉
山
小
川
の
外
向
山
八
日
切
に
従
事
し
て
い
る
会
社
間
に
、
然
制
限
た
一
点
竹
一
沈
下
の
川
除
を
円
灼
と
す
る
共
同
取
極
め
の
存
和
す
る
と
と
M
.
A
K
く
北
u.M
的
で
あ
る
L
しJ
一zけ
っ
て
主
支
え
な
い
。
挽
一
一
託
す
れ
ば
、
二
以
上
の
会
社
が
同
一
川
川
け
に
川
町
て
サ
1
ヴ
f
ス
す
る
場
合
そ
の
行
M-K別
制
寸
る
、
ゥ
~
I
川
引
し
く
は
口
頭
に
土
る
、
協
定
の
下
r辺
悦
し
な
い
と
と
は
、
間
一
Jn例
外
で
あ
っ
た
の
期
保
た
場
合
に
は
、
同
文
易
の
巾
の
一
社
が
他
社
を
支
配
す
る
担
弛
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
引
少
会
社
。
が
い
父
配
的
努
力
を
保
有
す
る
有
力
会
社
と
運
賃
競
争
を
開
始
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
彼
等
の
問
状
れ
し
く
は
件
山
な
ぷ
味
す
る
n
・
或
ろ
叫
ん
H
に
は
、
主
現
会
社
が
法
的
の
理
由
で
、
協
定
に
有
名
し
若
し
く
は
同
盟
r加
入
し
な
い
こ
し
し
も
あ
る
が
、
川
知
し
K
い
か
ら
、
こ
の
際
に
も
、
山
外
会
社
が
、
同
い
一
平
に
閲
し
て
、
加
川
川
会
社
。
L
し
・
友
好
的
協
川
左
保
う
て
い
る
こ
と
が
多
い
n
(H)
外
川
刊
切
に
川
係
し
て
い
る
辺
氏
犯
行
川
の
h
%
J
改
の
協
定
及
び
ぷ
併
な
分
析
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
納
部
は
多
岐
多
阪
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ぃ
ヘ
川
の
川
〈
H
、
そ
の
協
定
以
ヘ
ぴ
ぷ
川
口
、
そ
の
メ
シ
ベ
1
た
る
会
社
の
作
殊
た
現
件
忙
応
や
る
工
う
に
採
択
さ
れ
て
い
る
乙
と
HH1.
，t
t
'
J
n
 
力
士
「
i
之
一
般
的
に
、
芥
川
の
協
定
及
び
諒
仰
は
次
の
如
く
八
げ
刻
さ
れ
る
。
(
イ
)
竹
一
平
協
定
l
限
定
貨
不
協
定
、
円
収
侭
印
υ
一
平
協
定
及
び
九
叫
ん
い
川
氏
不
協
定
(
ロ
)
山
河
川
山
地
別
当
に
よ
っ
て
穴
物
を
叩
介
す
る
協
定
(
ハ
)
杭
一
'
川
川
殺
を
規
制
し
若
し
く
は
制
限
し
て
会
社
間
に
代
物
を
叩
介
す
る
協
定
(
ニ
)
芥
社
が
起
送
す
る
穴
物
放
江
民
主
制
限
す
る
協
定
(
ホ
)
辺
伐
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
ブ
l
ル
に
苅
て
泌
山
心
す
る
協
定
(
へ
)
週
刊
礼
必
見
之
比
左
況
え
す
る
協
定
(
自
)
以
近
、
同
川
町
会
社
一
の
中
r
、
辺
氏
川
一
川
九
州
立
小
止
す
る
何
一
向
か
見
川
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
問
問
な
叩
一
見
は
、
治
ん
ど
の
均
九
日
、
氷
川
の
山
人
穴
υ坊
に
泊
用
し
、
他
方
的
山
川
代
物
に
汗
与
さ
れ
る
均
九
日
以
刊
に
仰
心
で
お
る
n
(
出
川
〉
文
刊
行
若
し
く
は
口
問
の
協
定
が
、
関
係
会
社
の
竹
中
千
万
、
び
方
法
を
統
制
す
る
所
で
は
、
そ
の
条
件
以
、
一
般
に
料
一
端
な
秘
結
に
上
っ
て
保
目
さ
れ
て
い
る
n
実
際
、
海
辺
及
び
問
主
主
門
川
会
の
明
記
に
応
じ
て
問
係
円
引
を
抱
枇
い
ぜ
ん
と
し
た
外
同
会
社
は
‘
二
O
八
社
小
、
市
八
八
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
叉
相
当
の
会
社
は
、
斯
様
な
公
開
が
行
わ
れ
tλ
ば
他
会
社
に
そ
の
管
業
方
法
を
知
ら
し
め
る
乙
と
に
た
一
ろ
し
い
一
リ
リ
m山
で
、
同
委
民
会
に
よ
っ
て
そ
の
協
定
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
た
n
(V)
外
川
口
ら
に
於
て
も
、
河
川
商
業
と
同
様
に
、
文
書
に
上
る
協
定
と
は
区
別
さ
れ
る
口
珂
の
読
解
へ
の
決
定
的
な
傾
向
が
示
三
…
川
川
一
川
町
叫
に
附
す
る
一
研
究
九
九
経
営
と
経
済
一0
0
れ
て
い
る
。
外
国
貿
易
忙
於
け
る
共
同
取
極
め
の
約
半
数
は
、
口
頭
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
多
数
の
協
定
は
、
故
初
か
ら
口
頭
の
も
の
も
あ
り
、
或
る
場
合
に
は
、
文
書
に
よ
る
協
定
は
、
そ
れ
が
満
了
の
際
、
口
頭
の
諒
解
の
形
式
で
更
新
さ
れ
た
口
口
一
川
の
諒
鮮
は
、
文
書
に
よ
る
協
定
よ
り
も
一
回
安
全
と
宕
倣
さ
れ
て
い
る
。
又
口
頭
の
協
定
は
ー
一
般
的
に
、
文
書
に
よ
る
協
定
と
同
様
な
効
力
主
有
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
(詰
1
)
J
d
o
k戸
g
p
u
o
ご
v
o
k
r
5
2
5
β
〉
S
仏
O
B『
。
門
吋
o
-
x
E
P戸
自
白
mo口
正
宏
一
日
ロ
の
OW
。04
2
p
g
m己
河
内
問
己
主
op
毛
色
白
叶
Z
5
3江
主
o
p
]S一
巳
・
∞
・
ω・
出
口
叩
げ
ロ
市
吋
H
m円
g
g
m
E℃
F
2
0
〉
四
耳
目
己
印
ロ
g
pロ
仏
〉
号
己
主
一
0
5
2
F
O
K戸
g
o円
H口
白
ロ
吋
O吋巳
mロ
ロ
ロ
仏
門
o
g
m丸一
o
叶
『
色
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・
日
】
門
戸
吋
c
htqIH. 
(
川
川
一
リ
H
)
H
H
ロ印ヴロ印
H1
い
い
σ一仏・ワ日
y
]
{
(
)
H
J
、一戸。。・
